
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00）
h t t p : / /www . d a iw a－am . c o . j p /

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「通貨選択型ダイワ米国厳選株ファ
ンド－イーグルアイⅡ－予想分配金提示型」
は、このたび、第 7 期の決算を行ないまし
た。

ここに、第 ₆ 期～第 7 期中の運用状況をご
報告申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<5770>
<5771>
<5772>
<5773>
<5774>

通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド 
－イーグルアイⅡ－ 
予想分配金提示型

日本円・コース／豪ドル・コース／
ブラジル・レアル・コース／

米ドル・コース／通貨セレクト・コース

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／株式
信託期間 約 ₅ 年間（2013年 ₈ 月20日～2018年 ₈ 月17日）
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

イ ．ケイマン籍の外国投資信託「ダイワ・プレミアム・トラスト－ダイワ／ハ
リス ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（※ ₁ ）」（以下「ＵＳ コンセン
トレイテッド・ケイマン（※ ₁ ）」といいます。）の受益証券（円建）　

ロ．ダイワ・マネーストック・マザーファンドの受益証券
（※ ₁ ）は、以下の各コースにおいて、次のように読み替えるものとします。
「日本円・コース」の場合……日本円・クラス、「豪ドル・コース」の場合……
豪ドル・クラス、「ブラジル・レアル・コース」の場合……ブラジル・レアル・
クラス、「米ドル・コース」の場合……米ドル・クラス、「通貨セレクト・コース」
の場合……通貨セレクト・クラス

運用方法

米ドル・
コ ー ス
以　　外

①主として、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（※ ₁ ）の受
益証券を通じて、米国の株式（※ ₂ ）の中から、割安と判断され
る銘柄を厳選して集中投資するとともに、為替取引を行ない、信
託財産の成長をめざします。
（※ ₁ ）は前述。
（ ※ ₂ ）米国の株式とは、米国の金融商品取引所上場株式および

店頭登録株式（上場予定および店頭登録予定を含みます。また、
ＤＲ（預託証券）を含みます。）をいいます。以下同じ。

②当ファンドは、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（※ ₁ ）
とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資するファンド・
オブ・ファンズです。通常の状態で、ＵＳ コンセントレイテッド・
ケイマン（※ ₁ ）への投資割合を高位に維持することを基本としま
す。
③ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（※ ₁ ）では、米ドル建
ての資産に対して米ドル売り／（※ ₃ ）買いの為替取引を行ない
ます。
（※ ₃ ）は、以下の各コースにおいて、次のように読み替えるも
のとします。
「日本円・コース」の場合……日本円、「豪ドル・コース」の場合
……豪ドル、「ブラジル・レアル・コース」の場合……ブラジル・
レアル、「通貨セレクト・コース」の場合……選定通貨（選定通貨
とは、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・ク
ラス）の投資顧問会社が決定した複数の通貨をいいます。）

米ドル・
コ ー ス

①主として、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・ク
ラス）の受益証券を通じて、米国の株式の中から、割安と判断さ
れる銘柄を厳選して集中投資することにより信託財産の成長をめ
ざします。
②当ファンドは、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・
クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資する
ファンド・オブ・ファンズです。通常の状態で、ＵＳ コンセント
レイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）への投資割合を高位に
維持することを基本とします。
③ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）では、
為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ない
ません。

組入制限 投資信託証券への投資割合には、制限を設けません。

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、
原則として、分配対象額の範囲内で、下記イ．およびロ．に基づき分配します。
ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。

イ．計算期末の前営業日の基準価額（ ₁ 万口当り。既払分配金を加算しませ
ん。）が₁₀, ₅₀₀円未満の場合、原則として、主要投資対象とする外国投資信
託における配当収入等相当分から経費（外国投資信託の経費を含みます。）
を控除した額を分配することをめざします。

ロ．計算期末の前営業日の基準価額が₁₀, ₅₀₀円以上の場合、原則として、当
該基準価額に応じ、下記の金額（ ₁ 万口当り）を分配することをめざしま
す。

　　　ａ．₁₀, ₅₀₀円以上₁₁, ₀₀₀円未満の場合………₃₀₀円
　　　ｂ．₁₁, ₀₀₀円以上₁₁, ₅₀₀円未満の場合………₃₅₀円
　　　ｃ．₁₁, ₅₀₀円以上₁₂, ₀₀₀円未満の場合………₄₀₀円
　　　ｄ．₁₂, ₀₀₀円以上₁₂, ₅₀₀円未満の場合………₄₅₀円
　　　ｅ．₁₂, ₅₀₀円以上の場合………………………₅₀₀円
　なお、計算期末の前営業日から当該計算期末までに基準価額が急激に変動し
た場合等には、上記の分配を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
第 ₆ 期（決算日　2015年 3 月 2 日）
第 7 期（決算日　2015年 5 月2₈日）



通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　日本円・コース

★日本円・コース
■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（米ドルベース） 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総　　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

₁ 期末（2013年₁₁月28日） ₁₀, ₅₀₄ ₃₀₀ ₈. ₀ ₁₀, ₉7₉ ₉. ₈ ₀. ₁ ₉₅. ₆ ₃, ₃77 
₂ 期末（2014年 ₂ 月28日） ₁₀, ₃₂₂ ₃₀₀ ₁. ₁ ₁₁, ₂₆₅ ₂. ₆ ₀. ₁ ₉₅. ₂ ₂, ₉₈₀ 
₃ 期末（2014年 ₅ 月28日） ₁₀, ₃₀₈ ₃₀₀ ₂. ₈ ₁₁, ₆₁₅ ₃. ₁ ₀. ₁ ₉₅. 7 ₂, ₆7₄ 
₄ 期末（2014年 ₈ 月28日） ₁₀, 7₄₉ ₃₅₀ 7. 7 ₁₂, ₁₅₁ ₄. ₆ ₀. ₁ ₉7. ₃ ₂, ₂₃₆ 
₅ 期末（2014年₁₁月28日） ₁₀, ₆₄₂ ₃₀₀ ₁. ₈ ₁₂, ₅₉₃ ₃. ₆ ₀. ₁ ₉₆. ₃ ₁, ₉₄₂ 
₆ 期末（2015年 ₃ 月 ₂ 日） ₁₀, ₄₁7 ₃₀₀ ₀. 7 ₁₂, 7₈₅ ₁. ₅ ₀. ₁ ₉₆. ₆ ₁, 77₆ 
7 期末（2015年 ₅ 月28日） ₁₀, ₃₈₁ ₃₀₀ ₂. ₅ ₁₂, ₉₀₀ ₀. ₉ ₀. ₁ ₉₆. 7 ₁, ₅₈₁ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ドルベース）は、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ド

ルベース）の所有権およびその他一切の権利は、Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC が有しています。Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC は、同指
数の算出にかかる誤謬等に関し、いかなる者に対しても責任を負うものではありません。

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

■当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中の基準価額と市況の推移
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第 7期末
（2015. 5. 28）

第 5期末
（2014. 11. 28）

第 6期末
（2015. 3. 2）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 

＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファンドの購入価額により異
なります。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　日本円・コース

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第 ₆ 期首：₁₀, ₆₄₂円　第 7 期末：₁₀, ₃₈₁円（既払分配金₆₀₀円）　騰落率：₃. ₃％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

米国株式市況が上昇したことがプラス要因となり、基準価額は値上がりしました。
◆投資環境について

○米国株式市況
米国株式は一進一退の推移ののち、当作成期間の後半に上昇しました。
第 ₆ 期首より₂₀₁₄年₁₂月中旬にかけて、原油価格の急落を受けて金融市場全般に不安が広がったことなどから下落しま

した。その後、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で景気に配慮的な姿勢が確認されたことなどでいったん反発したも
のの、₂₀₁₅年に入ってからも、主要経済指標が予想を下回ったことや原油安などから一進一退となりました。 ₂ 月に入る
と、原油安が落ち着いたことや企業決算が良好だったこと、ＦＯＭＣにおいて緩和的なスタンスが確認されたことなどか
ら上昇基調で推移しました。その後、米ドル高による企業業績への懸念や市場予想よりも弱かった経済指標などが重しと
なる局面も見られましたが、₂₀₁₅年 ₁ － ₃ 月期決算がおおむね良好だったことなどが支援材料となり、 ₅ 月下旬に利上げ
観測が再び高まったものの、第 7 期末にかけても上昇基調で推移しました。

○短期金利市況
日銀は、金融緩和政策を継続しました。
米国では、政策金利の誘導目標レンジは ₀ ～₀. ₂₅％で据え置かれました。

年　　月　　日
基　 準　 価　 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（米ドルベース） 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％

第 ₆ 期

（期首）₂₀₁₄年₁₁月₂₈日 ₁₀, ₆₄₂ ― ₁₂, ₅₉₃ ― ₀. ₁ ₉₆. ₃
₁₂月末 ₁₀, ₈₄₉ ₁. ₉ ₁₂, 7₀₀ ₀. ₉ ₀. ₂ ₉7. ₂

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₁₀, ₁₀₉ △ ₅. ₀ ₁₂, ₂7₉ △ ₂. ₅ ₀. ₁ ₉7. 7
₂ 月末 ₁₀, 7₅7 ₁. ₁ ₁₂, ₈₂₃ ₁. ₈ ₀. ₁ ₉₃. ₈

（期末）₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ₁₀, 7₁7 ₀. 7 ₁₂, 7₈₅ ₁. ₅ ₀. ₁ ₉₆. ₆

第 7 期

（期首）₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ₁₀, ₄₁7 ― ₁₂, 7₈₅ ― ₀. ₁ ₉₆. ₆
₃ 月末 ₁₀, ₂₄₂ △ ₁. 7 ₁₂, ₆7₄ △ ₀. ₉ ₀. ₁ ₉7. ₈
₄ 月末 ₁₀, ₆₂₀ ₁. ₉ ₁₂, 7₉₉ ₀. ₁ ₀. ₁ ₉7. ₉

（期末）₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日 ₁₀, ₆₈₁ ₂. ₅ ₁₂, ₉₀₀ ₀. ₉ ₀. ₁ ₉₆. 7
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　日本円・コース

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

今後も、ダイワ・プレミアム・トラスト－ダイワ／ハリス　ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（日本円・クラス）
（以下、「ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（日本円・クラス）」といいます。）とダイワ・マネーストック・マ
ザーファンドに投資します。また、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（日本円・クラス）への投資割合を高位に維
持することを基本とします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

当ファンドは、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（日本円・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファン
ドに投資するファンド・オブ・ファンズです。ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（日本円・クラス）への投資割合
は信託財産の純資産総額の₉₅％程度以上とすることをめざしました。

○ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（日本円・クラス）
株式組入比率をおおむね₉₀％以上の高位に維持しました。銘柄選択にあたって、ハリス・アソシエイツ・エル・ピーで

は、独自に算出する投資対象企業の本源的価値と比較して₃₀％以上割安な銘柄に厳選投資することを基本方針としていま
す。引続き、財務内容が健全であり、経営陣の質が高く、企業の本源的価値と比較して割安に放置されている企業に厳選
投資しました。セクター別では金融セクターや一般消費財・サービスセクターを高位で組入れました。銘柄別では、
WELLS FARGO、AMERICAN INTERNATIONAL GROUP、GLENCORE PLC-ADR などを高位で組入れました。ま
た、米ドル建ての資産に対して、米ドル売り／日本円買いの為替取引を行ないました。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

した。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
3. 0
2. 5
2. 0
1. 5
1. 0
0. 5
0. 0

第 6 期
（2014. 11. 28～2015. 3. 2）

第 7期
（2015. 3. 2～2015. 5. 28）

基準価額
Ｓ＆Ｐ500種株価指数（米ドルベース）
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　日本円・コース

◆分配金について
【収益分配金】

第 ₆ 期から第 7 期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ300円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第 ₆ 期 第 7 期

₂₀₁₄年₁₁月₂₉日 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₃ 日
～₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ～₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日

当 期 分 配 金（ 税 込 み ）（円） ₃₀₀ ₃₀₀
対 基 準 価 額 比 率（％） ₂. ₈₀ ₂. ₈₁
当 期 の 収 益（円） 7₅ ₂₆₆
当 期 の 収 益 以 外（円） ₂₂₄ ₃₃

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（円） ₄₁₆ ₃₈₁
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当

した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金
額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があ
ります。

（注 ₃ ）  当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₆ 期 第 7 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₂7. ₉₉円 ₃₉. ₃₄円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₄7. ₆₉ ₂₂7. ₁₆
（ｃ）収 益 調 整 金 ₄7. ₁7 ₄₉. ₆₆
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₅₉₃. ₈₁ ₃₆₅. ₁₂
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 7₁₆. ₆7 ₆₈₁. ₂₉
（ｆ）分 配 金 ₃₀₀. ₀₀ ₃₀₀. ₀₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ ｅ － ｆ ） ₄₁₆. ₆7 ₃₈₁. ₂₉
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　日本円・コース

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第 ₆ 期～第 7 期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₁₁. ₂₉～₂₀₁₅. ₅. ₂₈）
金　額 比　率

信託報酬  ₆₃円 ₀. ₆₀₂％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額は₁₀, ₄₄₆円です。

（投信会社）  （₂₂）  （₀. ₂₁₄） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₃₉）  （₀. ₃7₅） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₆₃   ₀. ₆₀₆  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ） 金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
決 算 期 第　 ₆   期　～　第　 7   期

買　　　　付 売　　　　付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₁₁₄. ₅₄₁ ₁₃, 7₂7 ₃, ₄₁₀. ₉₅₂ ₄₀₃, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（日本円・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資

します。また、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（日本円・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とし
ます。

○ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（日本円・クラス）
引続き、ボトムアップによる企業リサーチをもとに、財務内容が強固であり、経営陣が有能で、配当や自社株買いなどの

株主還元策に積極的な姿勢を示している企業の中から、企業の本源的価値と比較して割安に放置されている銘柄に厳選投資
していきます。原則として、米ドル建ての資産に対して、米ドル売り／日本円買いの為替取引を行ないます。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

す。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　日本円・コース

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日現在

項 目 第 　 7    期 　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₁, ₅₂₉, ₈₃₉  ₉₃. ₆ 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₃, ₅₀₂  ₀. ₂ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁₀₁, ₆₉₁  ₆. ₂ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁, ₆₃₅, ₀₃₄  ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
（₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日）、（₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日）現在

項 目 第 ₆ 期末 第 7 期末
（Ａ）資 産 1， ₈34， 7₈5， 191円 1， ₆35， 034， 099円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₁₁₅, ₂7₉, ₅₄₁  ₁₀₁, ₆₉₁, ₅₈₀  
投資信託受益証券（評価額） ₁, 7₁₆, ₀₀₃, ₂₀₈  ₁, ₅₂₉, ₈₃₉, 7₂₈  
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド（評価額） ₃, ₅₀₂, ₄₄₂  ₃, ₅₀₂, 7₉₁  

（Ｂ）負 債 5₈， 099， 174  53， 775， 39₈  
未 払 収 益 分 配 金 ₅₁, ₁₆₈, ₅₁₄  ₄₅, ₆₉₅, ₄₁₂  
未 払 解 約 金 ₁, ₁₁₄, ₉₁₄  ₃, ₁7₆, ₄₀₀  
未 払 信 託 報 酬 ₅, 777, ₂7₅  ₄, ₈₃₂, ₉₃₆  
そ の 他 未 払 費 用 ₃₈, ₄7₁  7₀, ₆₅₀  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 1， 77₆， ₆₈₆， 017  1， 5₈1， 25₈， 701  
元 本 ₁, 7₀₅, ₆₁7, ₁₄7  ₁, ₅₂₃, ₁₈₀, ₄₂₆  
次 期 繰 越 損 益 金 7₁, ₀₆₈, ₈7₀  ₅₈, ₀7₈, ₂7₅  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1， 705， ₆17， 147口 1， 523， 1₈0， 42₆口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10， 417円 10， 3₈1円

＊ 第 ₅ 期末における元本額は₁, ₈₂₅, ₃₃₉, ₀₀₉円、当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中
における追加設定元本額は₃₁, ₀₁₃, ₆₁₀円、同解約元本額は₃₃₃, ₁7₂, ₁₉₃円です。

＊第 7 期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₃₈₁円です。

（2）親投資信託残高

種 類 第 ₅ 期末 第　 7   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₃, ₄₈₈  ₃, ₄₈₈  ₃, ₅₀₂ 

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
第 　 7    期 　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
US CONCENTRATED CAYMAN 
JPY CLASS ₁₂, ₆₃₃. ₅₉₃  ₁, ₅₂₉, ₈₃₉  ₉₆. 7 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
第 ₆ 期 ～ 第 7 期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
US CONCENTRATED CAYMAN 
JPY CLASS（ケイマン諸島）  ₃, ₄₁₀. ₉₅₂  ₄₀₃, ₀₀₀  ₁₁₈ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中における利害関係
人との取引はありません。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　日本円・コース

■損益の状況
第 ₆ 期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₂₉日  至 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日
第 7 期  自 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₃ 日  至 ₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日

項 目 第　₆　期 第　7　期
（Ａ）配 当 等 収 益 ₆， 925， 191円 ₆， 710， ₈₈₆円

受 取 配 当 金 ₆, ₉₁₈, ₈₃₆  ₆, 7₀₆, ₅₈₉
受 取 利 息 ₆, ₃₅₅  ₄, ₂₉7

（Ｂ）有価証券売買損益 11， 79₈， ₈₆₆  3₈， 74₈， 779
売 買 益 ₁₅, ₁₃7, ₁₆₀  ₄₀, ₉₂₁, ₀₅₃
売 買 損 △ ₃, ₃₃₈, ₂₉₄  △ ₂, ₁7₂, ₂7₄

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 5， ₈15， 74₆  △ 4， ₈₆5， 115
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 12， 90₈， 311  40， 594， 550
（Ｅ）前期繰越損益金 101， 2₈2， ₆27  55， ₆14， 77₆
（Ｆ）追加信託差損益金 ₈， 04₆， 44₆  7， 5₆4， 3₆1

（配 当 等 相 当 額）（ ₄, ₃₆₅, ₁₄₀） （ ₄, ₅₆₄, ₈₅₀） 
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₃, ₆₈₁, ₃₀₆） （ ₂, ₉₉₉, ₅₁₁） 

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 122， 237， 3₈4  103， 773， ₆₈7
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 51， 1₆₈， 514  △ 45， ₆95， 412

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 71， 0₆₈， ₈70  5₈， 07₈， 275
追 加 信 託 差 損 益 金 ₈, ₀₄₆, ₄₄₆  7, ₅₆₄, ₃₆₁

（配 当 等 相 当 額）（ ₄, ₃₆₅, ₁₄₀） （ ₄, ₅₆₄, ₈₅₀） 
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₃, ₆₈₁, ₃₀₆） （ ₂, ₉₉₉, ₅₁₁） 
分 配 準 備 積 立 金 ₆₃, ₀₂₂, ₄₂₄  ₅₀, ₅₁₃, ₉₁₄

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₆ 期 第 7 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₄, 77₄, ₁₀₅円 ₅, ₉₉₂, ₉₆₉円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₈, ₁₃₄, ₂₀₆ ₃₄, ₆₀₁, ₅₈₁
（ｃ）収 益 調 整 金 ₈, ₀₄₆, ₄₄₆ 7, ₅₆₄, ₃₆₁
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁₀₁, ₂₈₂, ₆₂7 ₅₅, ₆₁₄, 77₆
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁₂₂, ₂₃7, ₃₈₄ ₁₀₃, 77₃, ₆₈7
（ｆ）分 配 金 ₅₁, ₁₆₈, ₅₁₄ ₄₅, ₆₉₅, ₄₁₂
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 7₁, ₀₆₈, ₈7₀ ₅₈, ₀7₈, ₂7₅
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₁, 7₀₅, ₆₁7, ₁₄7口 ₁, ₅₂₃, ₁₈₀, ₄₂₆口
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　日本円・コース

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第 ₆ 期 第 7 期
300円 300円

（単　　　価） （10， 417円） （10， 3₈1円）
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類
になりましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更され
たことに伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」

から「受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす

影響が軽微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該

当します。）には適用されなくなりました。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　豪ドル・コース

★豪ドル・コース
■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（米ドルベース） 豪ドル為替レート 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率 （参考指数） 期　中
騰落率

円 円 ％ ％ 円 ％ ％ ％ 百万円
₁ 期末（2013年₁₁月28日） ₁₁, ₀₁7  ₃₅₀  ₁₃. 7 ₁₀, ₉7₉  ₉. ₈  ₉₂. ₉7 ₄. ₃  ₀. ₁  ₉₆. ₁  ₂, ₃7₄ 
₂ 期末（2014年 ₂ 月28日） ₁₀, 7₁7  ₃₀₀  ₀. ₀ ₁₁, ₂₆₅  ₂. ₆  ₉₁. ₄₀  △ ₁. 7  ₀. ₁  ₉₅. ₁  ₁, ₈₅₀ 
₃ 期末（2014年 ₅ 月28日） ₁₁, ₀₉₁  ₃₅₀  ₆. ₈ ₁₁, ₆₁₅  ₃. ₁  ₉₄. ₃₈ ₃. ₃  ₀. ₁  ₉7. ₄  ₁, ₅₁₉ 
₄ 期末（2014年 ₈ 月28日） ₁₁, ₈₉₅  ₄₅₀  ₁₁. ₃  ₁₂, ₁₅₁  ₄. ₆  ₉₆. ₉₂ ₂. 7  ₀. ₂  ₉₆. ₈  ₁, ₁₉₁ 
₅ 期末（2014年₁₁月28日） ₁₂, ₀7₈  ₅₀₀  ₅. 7  ₁₂, ₅₉₃  ₃. ₆  ₁₀₀. 7₁ ₃. ₉  ₀. ₂  ₉7. ₁  ₁, ₀₁₀ 
₆ 期末（2015年 ₃ 月 ₂ 日） ₁₁, ₀₃₉  ₃₅₀  △ ₅. 7  ₁₂, 7₈₅  ₁. ₅  ₉₃. ₃₅ △ 7. ₃  ₀. ₂  ₉₆. ₈  ₈₁₅ 
7 期末（2015年 ₅ 月28日） ₁₁, ₂₃₀  ₄₀₀  ₅. ₄  ₁₂, ₉₀₀  ₀. ₉  ₉₅. ₈₀ ₂. ₆  ₀. ₂  ₉7. ₁  ₈₀₁ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） Ｓ＆Ｐ500種株価指数（米ドルベース）は、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ド

ルベース）の所有権およびその他一切の権利は、Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC が有しています。Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC は、同指
数の算出にかかる誤謬等に関し、いかなる者に対しても責任を負うものではありません。

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ） 為替レートは、計算日における対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートを採用してい

ます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₆ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

■当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中の基準価額と市況の推移 

12, 500

12, 000

11, 500

11, 000

10, 500

10, 000

（円）
25

20

15

10

5

0

（億円）

第 7期末
（2015. 5. 28）

第 5期末
（2014. 11. 28）

第 6期末
（2015. 3. 2）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す

ものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファンドの購入価額により異

なります。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　豪ドル・コース

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第 ₆ 期首：₁₂, ₀7₈円　第 7 期末：₁₁, ₂₃₀円（既払分配金7₅₀円）　騰落率：△₀. 7％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

米国株式市況が上昇したことがプラス要因となった一方、豪ドルが対円で下落したことがマイナス要因となり、基準価額
は値下がりしました。

◆投資環境について
○米国株式市況

米国株式は一進一退の推移ののち、当作成期間の後半に上昇しました。
第 ₆ 期首より₂₀₁₄年₁₂月中旬にかけて、原油価格の急落を受けて金融市場全般に不安が広がったことなどから下落しま

した。その後、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で景気に配慮的な姿勢が確認されたことなどでいったん反発したも
のの、₂₀₁₅年に入ってからも、主要経済指標が予想を下回ったことや原油安などから一進一退となりました。 ₂ 月に入る
と、原油安が落ち着いたことや企業決算が良好だったこと、ＦＯＭＣにおいて緩和的なスタンスが確認されたことなどか
ら上昇基調で推移しました。その後、米ドル高による企業業績への懸念や市場予想よりも弱かった経済指標などが重しと
なる局面も見られましたが、₂₀₁₅年 ₁ － ₃ 月期決算がおおむね良好だったことなどが支援材料となり、 ₅ 月下旬に利上げ
観測が再び高まったものの、第 7 期末にかけても上昇基調で推移しました。

年　　月　　日
基　 準　 価　 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（米ドルベース） 豪ドル為替レート 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ 円 ％ ％ ％

第 ₆ 期

（期首）₂₀₁₄年₁₁月₂₈日 ₁₂, ₀7₈ ― ₁₂, ₅₉₃ ― ₁₀₀. 7₁ ― ₀. ₂ ₉7. ₁
₁₂月末 ₁₂, ₀₅₅ △ ₀. ₂ ₁₂, 7₀₀ ₀. ₉ ₉₈. ₀7 △ ₂. ₆ ₀. ₃ ₉₆. ₉

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₁₀, ₅₄₅ △ ₁₂. 7 ₁₂, ₂7₉ △ ₂. ₅ ₉₂. ₀₆ △ ₈. ₆ ₀. ₂ ₉₆. ₅
₂ 月末 ₁₁, ₄₁₂ △ ₅. ₅ ₁₂, ₈₂₃ ₁. ₈ ₉₃. ₁7 △ 7. ₅ ₀. ₂ ₉₃. ₈

（期末）₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ₁₁, ₃₈₉ △ ₅. 7 ₁₂, 7₈₅ ₁. ₅ ₉₃. ₃₅ △ 7. ₃ ₀. ₂ ₉₆. ₈

第 7 期

（期首）₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ₁₁, ₀₃₉ ― ₁₂, 7₈₅ ― ₉₃. ₃₅ ― ₀. ₂ ₉₆. ₈
₃ 月末 ₁₀, ₆7₃ △ ₃. ₃ ₁₂, ₆7₄ △ ₀. ₉ ₉₂. ₀₆ △ ₁. ₄ ₀. ₂ ₉7. ₃
₄ 月末 ₁₁, ₄₈₈ ₄. ₁ ₁₂, 7₉₉ ₀. ₁ ₉₅. ₄₃ ₂. ₂ ₀. ₂ ₉₈. ₄

（期末）₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日 ₁₁, ₆₃₀ ₅. ₄ ₁₂, ₉₀₀ ₀. ₉ ₉₅. ₈₀ ₂. ₆ ₀. ₂ ₉7. ₁
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　豪ドル・コース

○為替相場
豪ドルは対円で下落しました。
第 ₆ 期首より₂₀₁₅年 ₂ 月上旬にかけて、資源価格の下落、投資家の安全資産を選考する動きが活発化したこと、オース

トラリアでの金融緩和観測などを受けて下落基調で推移しました。 ₂ 月に利下げが実施されて以降は一進一退での推移が
続きましたが、 ₄ 月に入ると、鉄鉱石相場の底入れを好感して反発に転じました。 ₅ 月に利下げが実施されたものの金融
緩和打ち止め観測から上昇基調を維持し、第 7 期末にかけて下落幅を縮める展開となりました。

○短期金利市況
ＲＢＡ（オーストラリア準備銀行）は、金融政策理事会において、2015年 ₂ 月と ₅ 月に政策金利を₀. ₂₅％ポイントずつ

引下げて₂. ₀₀％としました。
米国では、政策金利の誘導目標レンジは ₀ ～₀. ₂₅％で据え置かれました。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

今後も、ダイワ・プレミアム・トラスト－ダイワ／ハリス ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（豪ドル・クラス）
（以下、「ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（豪ドル・クラス）」といいます。）とダイワ・マネーストック・マ
ザーファンドに投資します。また、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（豪ドル・クラス）への投資割合を高位に維
持することを基本とします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

当ファンドは、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（豪ドル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファン
ドに投資するファンド・オブ・ファンズです。ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（豪ドル・クラス）への投資割合
は信託財産の純資産総額の₉₅％程度以上とすることをめざしました。

○ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（豪ドル・クラス）
ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（豪ドル・クラス）の受益証券においては、株式組入比率をおおむね₉₀％以上

の高位に維持しました。銘柄選択にあたって、ハリス・アソシエイツ・エル・ピーでは、独自に算出する投資対象企業の
本源的価値と比較して₃₀％以上割安な銘柄に厳選投資することを基本方針としています。引続き、財務内容が健全であ
り、経営陣の質が高く、企業の本源的価値と比較して割安に放置されている企業に厳選投資しました。セクター別では金
融セクターや一般消費財・サービスセクターを高位で組入れました。銘柄別では、WELLS FARGO、AMERICAN 
INTERNATIONAL GROUP、GLENCORE PLC-ADR などを高位で組入れました。また、米ドル建ての資産に対して、
米ドル売り／豪ドル買いの為替取引を行ないました。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

した。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　豪ドル・コース

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0
-2. 0
-4. 0
-6. 0
-8. 0

第 6 期
（2014. 11. 28～2015. 3. 2）

第 7期
（2015. 3. 2～2015. 5. 28）

基準価額
Ｓ＆Ｐ500種株価指数（米ドルベース）
豪ドル（対円）

◆分配金について
【収益分配金】

₁ 万口当り分配金（税込み）は、第 ₆ 期は₃₅₀円、第 7 期は₄₀₀円といたしました。
■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第 ₆ 期 第 7 期

₂₀₁₄年₁₁月₂₉日 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₃ 日
～₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ～₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日

当 期 分 配 金（ 税 込 み ）（円） ₃₅₀ ₄₀₀
対 基 準 価 額 比 率（％） ₃. ₀7 ₃. ₄₄
当 期 の 収 益（円） 7₉ ₉₉
当 期 の 収 益 以 外（円） ₂7₀ ₃₀₀

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（円） ₁, 7₄7 ₁, ₄₉₅
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当

した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金
額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があ
ります。

（注 ₃ ）  当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₆ 期 第 7 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 7₉. ₄₁円 ₉₉. ₄7円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁₀7. 7₅ ₁7₈. ₃7
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁, ₉₁₀. ₈₂ ₁, ₆₁7. ₉7
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₂, ₀₉7. ₉₉ ₁, ₈₉₅. ₈₂
（ｆ）分 配 金 ₃₅₀. ₀₀ ₄₀₀. ₀₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ ｅ － ｆ ） ₁, 7₄7. ₉₉ ₁, ₄₉₅. ₈₂
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　豪ドル・コース

《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（豪ドル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資

します。また、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（豪ドル・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とし
ます。

○ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（豪ドル・クラス）
引続き、ボトムアップによる企業リサーチをもとに、財務内容が強固であり、経営陣が有能で、配当や自社株買いなどの

株主還元策に積極的な姿勢を示している企業の中から、企業の本源的価値と比較して割安に放置されている銘柄に厳選投資
していきます。原則として、米ドル建ての資産に対して、米ドル売り／豪ドル買いの為替取引を行ないます。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

す。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第 ₆ 期～第 7 期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₁₁. ₂₉～₂₀₁₅. ₅. ₂₈）
金　額 比　率

信託報酬  ₆₈円 ₀. ₆₀₃％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額は₁₁, ₂₀7円です。

（投信会社）  （₂₄）  （₀. ₂₁₄） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₂）  （₀. ₃7₅） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₂）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₆₈   ₀. ₆₀₆  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
決 算 期 第　 ₆   期　～　第　 7   期

買　　　　付 売　　　　付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₁₃₄. ₅₁₉  ₁₆, ₁₄₈  ₁, ₆₂₀. ₂₅  ₁₉₃, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　豪ドル・コース

■組入資産明細表
（1）ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
第 　 7    期 　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
US CONCENTRATED CAYMAN 
AUD CLASS ₆, ₃₂₃. ₀₄₄  77₈, ₀₄₄  ₉7. ₁ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日現在

項 目 第 　 7    期 　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 77₈, ₀₄₄  ₉₃. ₅ 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₂, ₅₀₁  ₀. ₃ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₅₁, 7₆₉  ₆. ₂ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₈₃₂, ₃₁₆  ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
（₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日）、（₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日）現在

項 目 第 ₆ 期末 第 7 期末
（Ａ）資 産 ₈43， ₆42， 497円 ₈32， 31₆， 133円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₅₂, ₄₁₆, ₀₀₈  ₅₁, 7₆₉, ₈₄₈  
投資信託受益証券（評価額） 7₈₈, 7₂₄, 7₄₅  77₈, ₀₄₄, ₂₉₁  
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド（評価額） ₂, ₅₀₁, 7₄₄  ₂, ₅₀₁, ₉₉₄  

（Ｂ）負 債 2₈， ₆17， ₈₆3  30， ₈₈7， 139  
未 払 収 益 分 配 金 ₂₅, ₈₄₁, ₆₅₅  ₂₈, ₅₄₅, ₉₉₉  
未 払 信 託 報 酬 ₂, 7₅7, ₈7₀  ₂, ₃₀7, ₄₆₃  
そ の 他 未 払 費 用 ₁₈, ₃₃₈  ₃₃, ₆77  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） ₈15， 024， ₆34  ₈01， 42₈， 994  
元 本 7₃₈, ₃₃₃, ₀₀₁  7₁₃, ₆₄₉, ₉7₉  
次 期 繰 越 損 益 金 7₆, ₆₉₁, ₆₃₃  ₈7, 77₉, ₀₁₅  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 73₈， 333， 001口 713， ₆49， 979口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11， 039円 11， 230円

＊ 第 ₅ 期末における元本額は₈₃₆, ₆₃₁, ₈₆₅円、当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中に
おける追加設定元本額は₂₀, ₅₄₁, ₁₀₀円、同解約元本額は₁₄₃, ₅₂₂, ₉₈₆円です。

＊第 7 期末の計算口数当りの純資産額は₁₁, ₂₃₀円です。

（2）親投資信託残高

種 類 第 ₅ 期末 第　 7   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₂, ₄₉₂  ₂, ₄₉₂  ₂, ₅₀₁ 

（注）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
第 ₆ 期 ～ 第 7 期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
US CONCENTRATED CAYMAN 
AUD CLASS（ケイマン諸島）  ₁, ₆₂₀. ₂₅  ₁₉₃, ₀₀₀  ₁₁₉ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中における利害関係
人との取引はありません。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　豪ドル・コース

■損益の状況
第 ₆ 期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₂₉日  至 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日
第 7 期  自 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₃ 日  至 ₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日

項 目 第　₆　期 第　7　期
（Ａ）配 当 等 収 益 ₈， ₆39， 7₆1円 7， 490， ₈₈₆円

受 取 配 当 金 ₈, ₆₃₆, ₁₈7  7, ₄₈₈, ₉₆₂
受 取 利 息 ₃, ₅7₄  ₁, ₉₂₄

（Ｂ）有価証券売買損益 △ 5₆， ₆13， 0₈3  3₆， 93₈， 395
売 買 益 ₆, ₈₃₆, ₆₆₀  ₃7, ₀₉₁, ₆₅₁
売 買 損 △ ₆₃, ₄₄₉, 7₄₃  △ ₁₅₃, ₂₅₆

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 2， 77₆， 20₈  △ 2， 322， ₈02
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 50， 749， 530  42， 10₆， 479
（Ｅ）前期繰越損益金 141， 0₈2， 35₆  ₆1， 4₈9， 047
（Ｆ）追加信託差損益金 12， 200， 4₆2  12， 729， 4₈₈

（配 当 等 相 当 額）（ 7, ₉₅₅, 7₈₆）   （ ₉, ₂₈₀, ₄₈₆） 
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₄, ₂₄₄, ₆7₆） （ ₃, ₄₄₉, ₀₀₂） 

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 102， 533， 2₈₈  11₆， 325， 014
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 25， ₈41， ₆55  △ 2₈， 545， 999

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 7₆， ₆91， ₆33  ₈7， 779， 015
追 加 信 託 差 損 益 金 ₁₂, ₂₀₀, ₄₆₂  ₁₂, 7₂₉, ₄₈₈

（配 当 等 相 当 額）（ 7, ₉₅₅, 7₈₆） （ ₉, ₂₈₀, ₄₈₆） 
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₄, ₂₄₄, ₆7₆） （ ₃, ₄₄₉, ₀₀₂） 
分 配 準 備 積 立 金 ₁₂₁, ₁₀₄, ₃₆₄  ₉₄, ₀₂₀, ₂₂₆
繰 越 損 益 金 △ ₅₆, ₆₁₃, ₁₉₃  △ ₁₈, ₉7₀, ₆₉₉

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₆ 期 第 7 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₅, ₈₆₃, ₆₆₃円 7, ₀₉₉, ₃₈₅円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 7, ₉₅₅, 7₈₆ ₁₂, 7₂₉, ₄₈₈
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁₄₁, ₀₈₂, ₃₅₆ ₁₁₅, ₄₆₆, ₈₄₀
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁₅₄, ₉₀₁, ₈₀₅ ₁₃₅, ₂₉₅, 7₁₃
（ｆ）分 配 金 ₂₅, ₈₄₁, ₆₅₅ ₂₈, ₅₄₅, ₉₉₉
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₁₂₉, ₀₆₀, ₁₅₀ ₁₀₆, 7₄₉, 7₁₄
（ｈ）受 益 権 総 口 数 7₃₈, ₃₃₃, ₀₀₁口 7₁₃, ₆₄₉, ₉7₉口
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　豪ドル・コース

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第 ₆ 期 第 7 期
350円 400円

（単　　　価） （11， 039円） （11， 230円）
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類
になりましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更され
たことに伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」

から「受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす

影響が軽微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該

当します。）には適用されなくなりました。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　ブラジル・レアル・コース

★ブラジル・レアル・コース
■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（米ドルベース）
ブラジル・レアル

為替レート 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率 （参考指数） 期　中
騰落率

円 円 ％ ％ 円 ％ ％ ％ 百万円
₁ 期末（2013年₁₁月28日） ₁₁, ₅₀₃ ₄₀₀ ₁₉. ₀ ₁₀, ₉7₉ ₉. ₈ ₄₃. 7₅ ₈. ₁ ₀. ₁ ₉₆. 7 ₃, ₆₄₃ 
₂ 期末（2014年 ₂ 月28日） ₁₁, ₃₂₆ ₄₀₀ ₁. ₉ ₁₁, ₂₆₅ ₂. ₆ ₄₃. ₉₄ ₀. ₄ ₀. ₁ ₉₅. ₆ ₂, ₈₉₀ 
₃ 期末（2014年 ₅ 月28日） ₁₁, ₉₈₈ ₄₅₀ ₉. ₈ ₁₁, ₆₁₅ ₃. ₁ ₄₅. ₅₆ ₃. 7 ₀. ₁ ₉7. ₅ ₂, ₆7₃ 
₄ 期末（2014年 ₈ 月28日） ₁₂, ₈₀7 ₅₀₀ ₁₁. ₀ ₁₂, ₁₅₁ ₄. ₆ ₄₆. ₁₈ ₁. ₄ ₀. ₁ ₉₆. ₉ ₂, ₃₆₈ 
₅ 期末（2014年₁₁月28日） ₁₃, ₀7₆ ₅₀₀ ₆. ₀ ₁₂, ₅₉₃ ₃. ₆ ₄₆. ₆₉ ₁. ₁ ₀. ₁ ₉7. ₄ ₂, ₂₈₆ 
₆ 期末（2015年 ₃ 月 ₂ 日） ₁₁, ₆7₃ ₄₀₀ △ 7. 7 ₁₂, 7₈₅ ₁. ₅ ₄₂. ₁₉ △  ₉. ₆ ₀. ₁ ₉7. ₁ ₁, ₈₀₀ 
7 期末（2015年 ₅ 月28日） ₁₁, ₁₃₃ ₃₅₀ △ ₁. ₆ ₁₂, ₉₀₀ ₀. ₉ ₃₉. ₃₉ △  ₆. ₆ ₀. ₁ ₉₆. ₆ ₁, ₅77 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ドルベース）は、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ド

ルベース）の所有権およびその他一切の権利は、Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC が有しています。Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC は、同指
数の算出にかかる誤謬等に関し、いかなる者に対しても責任を負うものではありません。

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ） 為替レートは、計算日における対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートを採用してい

ます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₆ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

■当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中の基準価額と市況の推移
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11, 000

10, 000

9, 000

（円）
25

20

15

10

5

0

（億円）

第 7期末
（2015. 5. 28）

第 5期末
（2014. 11. 28）

第 6期末
（2015. 3. 2）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す

ものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファンドの購入価額により異

なります。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　ブラジル・レアル・コース

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第 ₆ 期首：₁₃, ₀7₆円　第 7 期末：₁₁, ₁₃₃円（既払分配金7₅₀円）　騰落率：△₉. ₂％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

米国株式市況が上昇したことがプラス要因となった一方、ブラジル・レアルが対円で下落したことがマイナス要因とな
り、基準価額は値下がりしました。

◆投資環境について
○米国株式市況

米国株式は一進一退の推移ののち、当作成期間の後半に上昇しました。
第 ₆ 期首より₂₀₁₄年₁₂月中旬にかけて、原油価格の急落を受けて金融市場全般に不安が広がったことなどから下落しま

した。その後、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で景気に配慮的な姿勢が確認されたことなどでいったん反発したも
のの、₂₀₁₅年に入ってからも、主要経済指標が予想を下回ったことや原油安などから一進一退となりました。 ₂ 月に入る
と、原油安が落ち着いたことや企業決算が良好だったこと、ＦＯＭＣにおいて緩和的なスタンスが確認されたことなどか
ら上昇基調で推移しました。その後、米ドル高による企業業績への懸念や市場予想よりも弱かった経済指標などが重しと
なる局面も見られましたが、₂₀₁₅年 ₁ － ₃ 月期決算がおおむね良好だったことなどが支援材料となり、 ₅ 月下旬に利上げ
観測が再び高まったものの、第 7 期末にかけても上昇基調で推移しました。

年　　月　　日
基　 準　 価　 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（米ドルベース）
ブラジル・レアル
為 替 レ ー ト 公 社 債

組入比率
投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ 円 ％ ％ ％

第 ₆ 期

（期首）₂₀₁₄年₁₁月₂₈日 ₁₃, ₀7₆ ― ₁₂, ₅₉₃ ― ₄₆. ₆₉ ― ₀. ₁ ₉7. ₄
₁₂月末 ₁₂, ₈₉₁ △ ₁. ₄ ₁₂, 7₀₀ ₀. ₉ ₄₄. ₅₂ △ ₄. ₆ ₀. ₂ ₉₈. ₉

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₁₂, ₂₃₁ △ ₆. ₅ ₁₂, ₂7₉ △ ₂. ₅ ₄₅. ₄₀ △ ₂. ₈ ₀. ₁ ₉₈. 7
₂ 月末 ₁₁, ₉7₆ △ ₈. ₄ ₁₂, ₈₂₃ ₁. ₈ ₄₁. ₀₄ △ ₁₂. ₁ ₀. ₁ ₉₃. ₉

（期末）₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ₁₂, ₀7₃ △ 7. 7 ₁₂, 7₈₅ ₁. ₅ ₄₂. ₁₉ △ ₉. ₆ ₀. ₁ ₉7. ₁

第 7 期

（期首）₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ₁₁, ₆7₃ ― ₁₂, 7₈₅ ― ₄₂. ₁₉ ― ₀. ₁ ₉7. ₁
₃ 月末 ₁₀, ₂₅₂ △ ₁₂. ₂ ₁₂, ₆7₄ △ ₀. ₉ ₃7. ₁₉ △ ₁₁. ₉ ₀. ₁ ₉7. ₅
₄ 月末 ₁₁, ₈₆7 ₁. 7 ₁₂, 7₉₉ ₀. ₁ ₄₀. ₁₂ △ ₄. ₉ ₀. ₁ ₉₈. ₂

（期末）₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日 ₁₁, ₄₈₃ △ ₁. ₆ ₁₂, ₉₀₀ ₀. ₉ ₃₉. ₃₉ △ ₆. ₆ ₀. ₁ ₉₆. ₆
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　ブラジル・レアル・コース

○為替相場
ブラジル・レアルは対円で下落しました。
第 ₆ 期首より、原油価格の下落や投資家の安全資産を選好する動きが活発化したことなどを受けて、下落して始まりま

した。その後は横ばい圏で推移する局面も見られましたが、ブラジル政府のレアル安容認発言、大手石油会社をめぐる汚
職事件の広がり、ブラジル経済見通しの低迷などの悪材料が相次ぎ、₂₀₁₅年 ₃ 月中旬にかけて下落基調で推移しました。
第 7 期末にかけては、財政再建策の進展や、汚職事件に絡み決算発表を延期していた国営石油会社が監査済み決算の発表
を行なったことなどが好感され、下落幅を縮める展開となりました。

○短期金利市況
ブラジル中央銀行は、当期間に政策金利の引上げを ₄ 回実施し、合計₂. ₀₀％ポイント引上げ₁₃. ₂₅％としました。
米国では、政策金利の誘導目標レンジは ₀ ～₀. ₂₅％で据え置かれました。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

今後も、ダイワ・プレミアム・トラスト－ダイワ／ハリス ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（ブラジル・レア
ル・クラス）（以下、「ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（ブラジル・レアル・クラス）」といいます。）とダイ
ワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。また、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（ブラジル・レア
ル・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

当ファンドは、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（ブラジル・レアル・クラス）とダイワ・マネーストック・マ
ザーファンドに投資するファンド・オブ・ファンズです。ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（ブラジル・レアル・
クラス）への投資割合は信託財産の純資産総額の₉₅％程度以上とすることをめざしました。

○ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（ブラジル・レアル・クラス）
ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（ブラジル・レアル・クラス）の受益証券においては、株式組入比率をおおむ

ね₉₀％以上の高位に維持しました。銘柄選択にあたって、ハリス・アソシエイツ・エル・ピーでは、独自に算出する投資
対象企業の本源的価値と比較して₃₀％以上割安な銘柄に厳選投資することを基本方針としています。引続き、財務内容が
健全であり、経営陣の質が高く、企業の本源的価値と比較して割安に放置されている企業に厳選投資しました。セクター
別では金融セクターや一般消費財・サービスセクターを高位で組入れました。銘柄別では、WELLS FARGO、
AMERICAN INTERNATIONAL GROUP、GLENCORE PLC-ADR などを高位で組入れました。また、米ドル建ての資
産に対して、米ドル売り／ブラジル・レアル買いの為替取引を行ないました。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

した。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　ブラジル・レアル・コース

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
4. 0
2. 0
0. 0
-2. 0
-4. 0
-6. 0
-8. 0
-10. 0
-12. 0

第 6 期
（2014. 11. 28～2015. 3. 2）

第 7期
（2015. 3. 2～2015. 5. 28）

基準価額
Ｓ＆Ｐ500種株価指数（米ドルベース）
ブラジル・レアル（対円）

◆分配金について
【収益分配金】

₁ 万口当り分配金（税込み）は、第 ₆ 期は₄₀₀円、第 7 期は₃₅₀円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第 ₆ 期 第 7 期

₂₀₁₄年₁₁月₂₉日 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₃ 日
～₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ～₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日

当 期 分 配 金（ 税 込 み ）（円） ₄₀₀ ₃₅₀
対 基 準 価 額 比 率（％） ₃. ₃₁ ₃. ₀₅
当 期 の 収 益（円） ₃₆7 ₃₅₀
当 期 の 収 益 以 外（円） ₃₂ ―

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（円） ₂, ₉₆₂ ₂, ₉₈₀
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当

した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金
額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があ
ります。

（注 ₃ ）  当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₆ 期 第 7 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₃₆7. ₀₉円 ₃₆₈. ₀₈円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₄7₀. ₆₁ ₄₉₉. ₉₁
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₂, ₅₂₄. ₉₂ ₂, ₄₆₂. 7₁
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₃, ₃₆₂. ₆₃ ₃, ₃₃₀. 7₁
（ｆ）分 配 金 ₄₀₀. ₀₀ ₃₅₀. ₀₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ ｅ － ｆ ） ₂, ₉₆₂. ₆₃ ₂, ₉₈₀. 7₁
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　ブラジル・レアル・コース

《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（ブラジル・レアル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファ

ンドに投資します。また、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（ブラジル・レアル・クラス）への投資割合を高位に維
持することを基本とします。

○ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（ブラジル・レアル・クラス）
引続き、ボトムアップによる企業リサーチをもとに、財務内容が強固であり、経営陣が有能で、配当や自社株買いなどの

株主還元策に積極的な姿勢を示している企業の中から、企業の本源的価値と比較して割安に放置されている銘柄に厳選投資
していきます。原則として、米ドル建ての資産に対して、米ドル売り／ブラジル・レアル買いの為替取引を行ないます。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

す。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第 ₆ 期～第 7 期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₁₁. ₂₉～₂₀₁₅. ₅. ₂₈）
金　額 比　率

信託報酬  7₀円 ₀. ₆₀₄％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額は₁₁, ₆₈₀円です。

（投信会社）  （₂₅）  （₀. ₂₁₅） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₄）  （₀. ₃7₆） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₂）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  7₁   ₀. ₆₀7  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ） 金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
決 算 期 第　 ₆   期　～　第　 7   期

買　　　　付 売　　　　付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₁, ₀₈₈. ₂ ₁₂₀, ₉₂₀ ₄, ₄₈₆. ₉₃₉ ₅₁₅, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　ブラジル・レアル・コース

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日現在

項 目 第 　 7    期 　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₁, ₅₂₄, 7₆₀  ₉₃. ₄ 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₃, ₅₀₂  ₀. ₂ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁₀₄, ₀₉₃  ₆. ₄ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁, ₆₃₂, ₃₅₆  ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
（₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日）、（₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日）現在

項 目 第 ₆ 期末 第 7 期末
（Ａ）資 産 1， ₈₆₈， 423， 7₆₆円 1， ₆32， 35₆， 37₆円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₁₁₆, ₂₀₆, ₀₉₆  ₁₀₄, ₀₉₃, ₀₁₈  
投資信託受益証券（評価額） ₁, 7₄₈, 7₁₅, ₂₂₈  ₁, ₅₂₄, 7₆₀, ₅₆7  
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド（評価額） ₃, ₅₀₂, ₄₄₂  ₃, ₅₀₂, 7₉₁  

（Ｂ）負 債 ₆₈， 02₈， 14₈  54， 35₈， ₈25  
未 払 収 益 分 配 金 ₆₁, ₆₉₃, ₁₂₅  ₄₉, ₆₁₀, 7₀₃  
未 払 解 約 金 ₁7, ₀₅₉  ₁₂, ₁₃₈  
未 払 信 託 報 酬 ₆, ₂7₆, ₁7₀  ₄, ₆₆₃, ₁₄7  
そ の 他 未 払 費 用 ₄₁, 7₉₄  7₂, ₈₃7  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 1， ₈00， 395， ₆1₈  1， 577， 997， 551  
元 本 ₁, ₅₄₂, ₃₂₈, ₁₄₂  ₁, ₄₁7, ₄₄₈, ₆7₄  
次 期 繰 越 損 益 金 ₂₅₈, ₀₆7, ₄7₆  ₁₆₀, ₅₄₈, ₈77  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1， 542， 32₈， 142口 1， 417， 44₈， ₆74口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11， ₆73円 11， 133円

＊ 第 ₅ 期末における元本額は₁, 7₄₈, ₄₉₅, ₅₀₂円、当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中
における追加設定元本額は₅₆, ₈₈₄, ₈₆₈円、同解約元本額は₃₈7, ₉₃₁, ₆₉₆円です。

＊第 7 期末の計算口数当りの純資産額は₁₁, ₁₃₃円です。

（2）親投資信託残高

種 類 第 ₅ 期末 第　 7   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₃, ₄₈₈  ₃, ₄₈₈  ₃, ₅₀₂ 

（注）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
第 ₆ 期 ～ 第 7 期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
US CONCENTRATED CAYMAN 
BRL CLASS（ケイマン諸島）  ₄, ₄₈₆. ₉₃₉  ₅₁₅, ₀₀₀  ₁₁₄ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中における利害関係
人との取引はありません。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
当　　　期　　　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
US CONCENTRATED CAYMAN 
BRL CLASS ₁₄, ₂₂7. ₂₂₈  ₁, ₅₂₄, 7₆₀  ₉₆. ₆ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。
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■損益の状況
第 ₆ 期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₂₉日  至 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日
第 7 期  自 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₃ 日  至 ₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日

項 目 第　₆　期 第　7　期
（Ａ）配 当 等 収 益 ₆2， 93₆， 559円 5₆， ₈₆7， 9₈5円

受 取 配 当 金 ₆₂, ₉₃₀, ₃₈₂  ₅₆, ₈₆₃, ₁₂₉
受 取 利 息 ₆, ₁77  ₄, ₈₅₆

（Ｂ）有価証券売買損益 △ 20₈， 751， 097  △ 7₈， 70₆， ₆25
売 買 益 ₁₂, ₂₀₈, ₃₁₀  ₈, ₈₀₄, ₉₉7
売 買 損 △ ₂₂₀, ₉₅₉, ₄₀7  △ ₈7, ₅₁₁, ₆₂₂

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ ₆， 317， 9₆4  △ 4， ₆94， 190
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 152， 132， 502  △ 2₆， 532， ₈30
（Ｅ）前期繰越損益金 3₈9， 425， 979  159， 4₈4， ₆30
（Ｆ）追加信託差損益金 ₈2， 4₆7， 124  77， 207， 7₈0

（配 当 等 相 当 額）（ 7₂, ₅₈₃, ₆₆₃） （ 7₀, ₈₆₀, ₅₉₃） 
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₉, ₈₈₃, ₄₆₁） （ ₆, ₃₄7, ₁₈7） 

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 319， 7₆0， ₆01  210， 159， 5₈0
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ ₆1， ₆93， 125  △ 49， ₆10， 703

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 25₈， 0₆7， 47₆  1₆0， 54₈， ₈77
追 加 信 託 差 損 益 金 ₈₂, ₄₆7, ₁₂₄  77, ₂₀7, 7₈₀

（配 当 等 相 当 額）（ 7₂, ₅₈₃, ₆₆₃） （ 7₀, ₈₆₀, ₅₉₃） 
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₉, ₈₈₃, ₄₆₁） （ ₆, ₃₄7, ₁₈7） 
分 配 準 備 積 立 金 ₃₈₄, ₃₅₁, ₆₀₄  ₃₅₁, ₆₄₁, ₀₀₅
繰 越 損 益 金 △ ₂₀₈, 7₅₁, ₂₅₂  △ ₂₆₈, ₂₉₉, ₉₀₈

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₆ 期 第 7 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₅₆, ₆₁₈, 7₅₀円 ₅₂, ₁7₃, ₉7₄円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 7₂, ₅₈₃, ₆₆₃ 7₀, ₈₆₀, ₅₉₃
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₃₈₉, ₄₂₅, ₉7₉ ₃₄₉, ₀77, 7₃₄
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₅₁₈, ₆₂₈, ₃₉₂ ₄7₂, ₁₁₂, ₃₀₁
（ｆ）分 配 金 ₆₁, ₆₉₃, ₁₂₅ ₄₉, ₆₁₀, 7₀₃
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₄₅₆, ₉₃₅, ₂₆7 ₄₂₂, ₅₀₁, ₅₉₈
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₁, ₅₄₂, ₃₂₈, ₁₄₂口 ₁, ₄₁7, ₄₄₈, ₆7₄口
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　ブラジル・レアル・コース

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第 ₆ 期 第 7 期
400円 350円

（単　　　価） （11， ₆73円） （11， 133円）
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類
になりましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更され
たことに伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」

から「受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす

影響が軽微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該

当します。）には適用されなくなりました。
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　米ドル・コース

★米ドル・コース
■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（円換算） 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純資産
総　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

₁ 期末（2013年₁₁月28日） ₁₀, ₉7₃ ₃₅₀ ₁₃. ₂ ₁₁, ₄₅₄ ₁₄. ₅ ₀. ₁ ₉₆. ₅ ₂₂, ₅₅₈ 
₂ 期末（2014年 ₂ 月28日） ₁₀, 7₃₁ ₃₅₀ ₁. ₀ ₁₁, 7₅₃ ₂. ₆ ₀. ₁ ₉₆. 7 ₁₈, ₃₅₈ 
₃ 期末（2014年 ₅ 月28日） ₁₀, 7₃₀ ₃₀₀ ₂. ₈ ₁₂, ₁₁₈ ₃. ₁ ₀. ₁ ₉₆. ₆ ₁₅, ₉₁₃ 
₄ 期末（2014年 ₈ 月28日） ₁₁, ₃₆₃ ₄₀₀ ₉. ₆ ₁₂, ₉₀₅ ₆. ₅ ₀. ₁ ₉7. ₈ ₁₄, ₆₅₅ 
₅ 期末（2014年₁₁月28日） ₁₂, ₅₅7 ₅₀₀ ₁₄. ₉ ₁₅, ₂₃7 ₁₈. ₁ ₀. ₁ ₉7. ₄ ₁₄, ₈₄₄ 
₆ 期末（2015年 ₃ 月 ₂ 日） ₁₂, ₃₆₉ ₅₀₀ ₂. ₅ ₁₅, ₆₈₅ ₂. ₉ ₀. ₁ ₉7. ₉ ₁₃, ₉₃₁ 
7 期末（2015年 ₅ 月₂₈日） ₁₂, ₆₅₁ ₅₀₀ ₆. ₃ ₁₆, ₃₂₆ ₄. ₁ ₀. ₁ ₉7. ₈ ₁₃, ₁₃₄ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（円換算）は、Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信

託が計算したものです。Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ドルベース）の所有権およびその他一切の権利は、Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC が有し
ています。Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC は、同指数の算出にかかる誤謬等に関し、いかなる者に対しても責任を負うものではありません。

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

■当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中の基準価額と市況の推移
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第 7期末
（2015. 5. 28）

第 5期末
（2014. 11. 28）

第 6期末
（2015. 3. 2）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す

ものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファンドの購入価額により異

なります。
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《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第 ₆ 期首：₁₂, ₅₅7円　第 7 期末：₁₂, ₆₅₁円（既払分配金₁, ₀₀₀円）　騰落率：₉. ₀％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

米国株式市況が上昇したことや米ドルが対円で上昇したことが寄与し、基準価額は値上がりしました。
◆投資環境について

○米国株式市況
米国株式は一進一退の推移ののち、当作成期間の後半に上昇しました。
第 ₆ 期首より₂₀₁₄年₁₂月中旬にかけて、原油価格の急落を受けて金融市場全般に不安が広がったことなどから下落しま

した。その後、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で景気に配慮的な姿勢が確認されたことなどでいったん反発したも
のの、₂₀₁₅年に入ってからも、主要経済指標が予想を下回ったことや原油安などから一進一退となりました。 ₂ 月に入る
と、原油安が落ち着いたことや企業決算が良好だったこと、ＦＯＭＣにおいて緩和的なスタンスが確認されたことなどか
ら上昇基調で推移しました。その後、米ドル高による企業業績への懸念や市場予想よりも弱かった経済指標などが重しと
なる局面も見られましたが、₂₀₁₅年 ₁ － ₃ 月期決算がおおむね良好だったことなどが支援材料となり、 ₅ 月下旬に利上げ
観測が再び高まったものの、第 7 期末にかけても上昇基調で推移しました。

○為替相場
米ドルは対円で上昇しました。
米ドルは第 ₆ 期首₁₁₈円台で始まりましたが、₂₀₁₅年 ₁ 月中旬にかけて、原油価格の下落や投資家の安全資産を選好す

る動きが活発化したことなどを受けて、₁₁₆円台まで下落しました。その後、米国株式市場の上昇や米国長期金利の上昇
などを支援材料に上昇に転じ、 ₃ 月から ₅ 月中旬にかけては、利上げ時期をめぐる思惑などに左右されながら₁₁₈円台か
ら₁₂₁円台の間で一進一退の展開が続きました。第 7 期末にかけては、イエレンＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）議長
が年内の利上げを示唆したことから早期利上げ観測が強まり、₁₂₃円台まで上昇しました。

年　　月　　日
基　 準　 価　 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数（円換算） 公 社 債

組入比率
投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％

第 ₆ 期

（期首）₂₀₁₄年₁₁月₂₈日 ₁₂, ₅₅7 ― ₁₅, ₂₃7 ― ₀. ₁ ₉7. ₄
₁₂月末 ₁₃, ₁₁₉ ₄. ₅ ₁₅, ₆₆₉ ₂. ₈ ₀. ₁ ₉₆. ₉

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₁₁, ₉7₈ △ ₄. ₆ ₁₄, ₈₆₁ △ ₂. ₅ ₀. ₁ ₉7. ₅
₂ 月末 ₁₂, ₈₉₈ ₂. 7 ₁₅, ₆₅₂ ₂. 7 ₀. ₁ ₉₃. ₉

（期末）₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ₁₂, ₈₆₉ ₂. ₅ ₁₅, ₆₈₅ ₂. ₉ ₀. ₁ ₉7. ₉

第 7 期

（期首）₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ₁₂, ₃₆₉ ― ₁₅, ₆₈₅ ― ₀. ₁ ₉7. ₉
₃ 月末 ₁₂, ₂₂₀ △ ₁. ₂ ₁₅, ₅₈7 △ ₀. ₆ ₀. ₁ ₉7. ₃
₄ 月末 ₁₂, ₅₅₈ ₁. ₅ ₁₅, ₅₈₈ △ ₀. ₆ ₀. ₁ ₉₈. ₄

（期末）₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日 ₁₃, ₁₅₁ ₆. ₃ ₁₆, ₃₂₆ ₄. ₁ ₀. ₁ ₉7. ₈
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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◆前作成期間末における「今後の運用方針」

今後も、ダイワ・プレミアム・トラスト－ダイワ／ハリス ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）
（以下、「ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）」といいます。）とダイワ・マネーストック・マ
ザーファンドに投資します。また、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）への投資割合を高位に維
持することを基本とします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

当ファンドは、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファン
ドに投資するファンド・オブ・ファンズです。ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）への投資割合
は信託財産の純資産総額の₉₅％程度以上とすることをめざしました。

○ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）
ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）の受益証券においては、株式組入比率をおおむね₉₀％以上

の高位に維持しました。銘柄選択にあたって、ハリス・アソシエイツ・エル・ピーでは、独自に算出する投資対象企業の
本源的価値と比較して₃₀％以上割安な銘柄に厳選投資することを基本方針としています。引続き、財務内容が健全であ
り、経営陣の質が高く、企業の本源的価値と比較して割安に放置されている企業に厳選投資しました。セクター別では金
融セクターや一般消費財・サービスセクターを高位で組入れました。銘柄別では、WELLS FARGO、AMERICAN 
INTERNATIONAL GROUP、GLENCORE PLC-ADR などを高位で組入れました。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

した。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
7. 0
6. 0
5. 0
4. 0
3. 0
2. 0
1. 0
0. 0

第 6 期
（2014. 11. 28～2015. 3. 2）

第 7期
（2015. 3. 2～2015. 5. 28）

基準価額
Ｓ＆Ｐ500種株価指数（円換算）
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◆分配金について
【収益分配金】

第 ₆ 期から第 7 期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ₅₀₀円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第 ₆ 期 第 7 期

₂₀₁₄年₁₁月₂₉日 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₃ 日
～₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ～₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日

当 期 分 配 金（ 税 込 み ）（円） ₅₀₀ ₅₀₀
対 基 準 価 額 比 率（％） ₃. ₈₉ ₃. ₈₀
当 期 の 収 益（円） ₃₁₄ ₅₀₀
当 期 の 収 益 以 外（円） ₁₈₅ ― 

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（円） ₂, ₃₆₉ ₂, ₆₅₁
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当

した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金
額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があ
ります。

（注 ₃ ）  当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₆ 期 第 7 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₄₆. ₆₃円 ₅₂. ₉₅円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₂₆7. ₅7 7₃₁. ₀₅
（ｃ）収 益 調 整 金 ₃₂₅. ₉₆ ₃₈₁. ₉₉
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₂, ₂₂₈. ₈7 ₁, ₉₈₅. ₄₁
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₂, ₈₆₉. ₀₅ ₃, ₁₅₁. ₄₂
（ｆ）分 配 金 ₅₀₀. ₀₀ ₅₀₀. ₀₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ ｅ － ｆ ） ₂, ₃₆₉. ₀₅ ₂, ₆₅₁. ₄₂
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資

します。また、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とし
ます。

○ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（米ドル・クラス）
引続き、ボトムアップによる企業リサーチをもとに、財務内容が強固であり、経営陣が有能で、配当や自社株買いなどの

株主還元策に積極的な姿勢を示している企業の中から、企業の本源的価値と比較して割安に放置されている銘柄に厳選投資
していきます。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

す。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第 ₆ 期～第 7 期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₁₁. ₂₉～₂₀₁₅. ₅. ₂₈）
金　額 比　率

信託報酬  7₅円 ₀. ₆₀₂％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額は₁₂, ₄₆₅円です。

（投信会社）  （₂7）  （₀. ₂₁₄） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄7）  （₀. ₃7₅） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₂）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  7₆   ₀. ₆₀₆  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。 
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
決 算 期 第　 ₆   期　～　第　 7   期

買　　　　付 売　　　　付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₈₁₃. ₀₂₉ ₁₁7, ₈₁₈ ₁₉, 7₃₅. ₂7₆ ₂, ₈₅₀, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。
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■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
当　　　期　　　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
US CONCENTRATED CAYMAN 
USD CLASS ₈₄, ₂77. ₆₀₆  ₁₂, ₈₄₉, ₄₆₉  ₉7. ₈ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日現在

項 目 第 　 7    期 　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₁₂, ₈₄₉, ₄₆₉  ₉₃. 7 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₂₀, ₀₁₅  ₀. ₁ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₈₄₆, ₆₃₈  ₆. ₂ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁₃, 7₁₆, ₁₂₃  ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
（₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日）、（₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日）現在

項 目 第 ₆ 期末 第 7 期末
（Ａ）資 産 14， 57₈， 0₆3， 0₈9円 13， 71₆， 123， ₆97円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₉₁₉, ₀₆₉, ₉₉7  ₈₄₆, ₆₃₈, ₂₄₃  
投資信託受益証券（評価額） ₁₃, ₆₃₈, ₉7₉, ₁₃₆  ₁₂, ₈₄₉, ₄₆₉, ₅₀₅  
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド（評価額） ₂₀, ₀₁₃, ₉₅₆  ₂₀, ₀₁₅, ₉₄₉  

（Ｂ）負 債 ₆4₆， 1₆₈， ₆₆4  5₈1， ₈34， 340  
未 払 収 益 分 配 金 ₅₆₃, ₁7₅, ₄₈7  ₅₁₉, ₀₈₃, ₅₄₁  
未 払 解 約 金 ₃₆, 7₈₁, ₁₀₈  ₂₂, ₈₄₄, ₉₃₈  
未 払 信 託 報 酬 ₄₅, ₉₀₆, ₀7₈  ₃₉, ₃₃7, ₆₆₅  
そ の 他 未 払 費 用 ₃₀₅, ₉₉₁  ₅₆₈, ₁₉₆  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 13， 931， ₈94， 425  13， 134， 2₈9， 357  
元 本 ₁₁, ₂₆₃, ₅₀₉, 7₅7  ₁₀, ₃₈₁, ₆7₀, ₈₃₂  
次 期 繰 越 損 益 金 ₂, ₆₆₈, ₃₈₄, ₆₆₈  ₂, 7₅₂, ₆₁₈, ₅₂₅  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 11， 2₆3， 509， 757口 10， 3₈1， ₆70， ₈32口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 12， 3₆9円 12， ₆51円

＊ 第 ₅ 期末における元本額は₁₁, ₈₂₁, ₆7₉, ₃7₁円、当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中
における追加設定元本額は₉₄₉, ₅₂₄, ₄₉₃円、同解約元本額は₂, ₃₈₉, ₅₃₃, ₀₃₂円で
す。

＊第 7 期末の計算口数当りの純資産額は₁₂, ₆₅₁円です。

（2）親投資信託残高

種 類 第 ₅ 期末 第　 7   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₁₉, ₉₃₆  ₁₉, ₉₃₆  ₂₀, ₀₁₅ 

（注）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
第 ₆ 期 ～ 第 7 期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
US CONCENTRATED CAYMAN 
USD CLASS（ケイマン諸島）  ₁₉, 7₃₅. ₂7₆  ₂, ₈₅₀, ₀₀₀  ₁₄₄ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中における利害関係
人との取引はありません。
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■損益の状況
第 ₆ 期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₂₉日  至 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日
第 7 期  自 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₃ 日  至 ₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日

項 目 第　₆　期 第　7　期
（Ａ）配 当 等 収 益 59， 3₈5， ₈92円 57， ₆44， 570円

受 取 配 当 金 ₅₉, ₃₃₅, 7₆₃  ₅7, ₆₀₉, ₈₁7
受 取 利 息 ₅₀, ₁₂₉  ₃₄, 7₅₃

（Ｂ）有価証券売買損益 340， 741， 927  795， ₈₈₆， 405
売 買 益 ₃₅₈, ₁₉₀, ₁₄₂  ₈₁₈, ₃₀₂, 7₀₈
売 買 損 △ ₁7, ₄₄₈, ₂₁₅  △ ₂₂, ₄₁₆, ₃₀₃

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 4₆， 212， 0₆9  △ 39， 599， ₈70
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 353， 915， 750  ₈13， 931， 105
（Ｅ）前期繰越損益金 2， 510， 494， 079  2， 0₆1， 195， 135
（Ｆ）追加信託差損益金 3₆7， 150， 32₆  39₆， 575， ₈2₆

（配 当 等 相 当 額）（ ₃₀₁, ₅₁₅, ₈₅₀） （ ₃₃7, 7₈7, 7₂₈） 
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₆₅, ₆₃₄, ₄7₆） （ ₅₈, 7₈₈, ₀₉₈） 

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 3， 231， 5₆0， 155  3， 271， 702， 0₆₆
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 5₆3， 175， 4₈7  △ 519， 0₈3， 541

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 2， ₆₆₈， 3₈4， ₆₆₈  2， 752， ₆1₈， 525
追 加 信 託 差 損 益 金 ₃₆7, ₁₅₀, ₃₂₆  ₃₉₆, ₅7₅, ₈₂₆

（配 当 等 相 当 額）（ ₃₀₁, ₅₁₅, ₈₅₀） （ ₃₃7, 7₈7, 7₂₈） 
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₆₅, ₆₃₄, ₄7₆） （ ₅₈, 7₈₈, ₀₉₈） 
分 配 準 備 積 立 金 ₂, ₃₀₁, ₂₃₄, ₃₄₂  ₂, ₃₅₆, ₀₄₂, ₆₉₉

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₆ 期 第 7 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₅₂, ₅₂₈, ₉7₄円 ₅₄, ₉7₂, ₆₁₈円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₃₀₁, ₃₈₆, 77₆ 7₅₈, ₉₅₈, ₄₈7
（ｃ）収 益 調 整 金 ₃₆7, ₁₅₀, ₃₂₆ ₃₉₆, ₅7₅, ₈₂₆
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₂, ₅₁₀, ₄₉₄, ₀7₉ ₂, ₀₆₁, ₁₉₅, ₁₃₅
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₃, ₂₃₁, ₅₆₀, ₁₅₅ ₃, ₂7₁, 7₀₂, ₀₆₆
（ｆ）分 配 金 ₅₆₃, ₁7₅, ₄₈7 ₅₁₉, ₀₈₃, ₅₄₁
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₂, ₆₆₈, ₃₈₄, ₆₆₈ ₂, 7₅₂, ₆₁₈, ₅₂₅
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₁₁, ₂₆₃, ₅₀₉, 7₅7口 ₁₀, ₃₈₁, ₆7₀, ₈₃₂口
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【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第 ₆ 期 第 7 期
500円 500円

（単　　　価） （12， 3₆9円） （12， ₆51円）
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類
になりましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更され
たことに伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」

から「受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす

影響が軽微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該

当します。）には適用されなくなりました。
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★通貨セレクト・コース
■設定以来の運用実績

決　　算　　期
基　　準　　価　　額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（米ドルベース） 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純資産
総　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

₁ 期末（2013年11月28日） ₁₁, ₀₄₉ ₃₅₀ ₁₄. ₀ ₁₀, ₉7₉ ₉. ₈ ₀. ₁ ₉₆. ₈ ₁₂, ₃₃₃ 
₂ 期末（2014年 ₂ 月28日） ₁₀, ₄₈₀ ₃₀₀ △ ₂. ₄ ₁₁, ₂₆₅ ₂. ₆ ₀. ₁ ₉₅. ₁ ₉, ₅₃₉ 
₃ 期末（2014年 ₅ 月28日） ₁₁, ₀7₄ ₃₅₀ ₉. ₀ ₁₁, ₆₁₅ ₃. ₁ ₀. ₁ ₉₆. ₈ 7, 7₈₉ 
₄ 期末（₂₀₁₄年 ₈ 月₂₈日） ₁₁, ₆₀₉ ₄₅₀ ₈. ₉ ₁₂, ₁₅₁ ₄. ₆ ₀. ₁ ₉₈. ₂ ₆, ₆₂₈ 
₅ 期末（₂₀₁₄年₁₁月₂₈日） ₁₁, ₉₂₂ ₄₅₀ ₆. ₆ ₁₂, ₅₉₃ ₃. ₆ ₀. ₁ ₉7. ₀ ₆, ₀₁₉ 
₆ 期末（2015年 ₃ 月 ₂ 日） ₁₀, ₆₃₅ ₃₅₀ △ 7. ₉ ₁₂, 7₈₅ ₁. ₅ ₀. ₁ ₉7. ₀ ₅, ₁7₈ 
7 期末（2015年 ₅ 月28日） ₁₀, ₆₂₈ ₃₀₀ ₂. ₈ ₁₂, ₉₀₀ ₀. ₉ ₀. ₂ ₉₆. ₉ ₄, ₈₀₈ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ドルベース）は、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米

ドルベース）の所有権およびその他一切の権利は、Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC が有しています。Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC は、同
指数の算出にかかる誤謬等に関し、いかなる者に対しても責任を負うものではありません。

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

■当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中の基準価額と市況の推移
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第 7期末
（2015. 5. 28）

第 5期末
（2014. 11. 28）

第 6期末
（2015. 3. 2）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す

ものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファンドの購入価額により異

なります。
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《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第 ₆ 期首：₁₁, ₉₂₂円　第 7 期末：₁₀, ₆₂₈円（既払分配金₆₅₀円）　騰落率：△₅. ₃％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

米国株式市況が上昇したことがプラス要因となった一方、選定通貨（※）が対円でおおむね下落したことがマイナス要因
となり、基準価額は値下がりしました。
 ※選定通貨とは、通貨の選定方針により、為替取引の対象通貨として選定された通貨をいいます。

◆投資環境について
○米国株式市況

米国株式は一進一退の推移ののち、当作成期間の後半に上昇しました。
第 ₆ 期首より₂₀₁₄年₁₂月中旬にかけて、原油価格の急落を受けて金融市場全般に不安が広がったことなどから下落しま

した。その後、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で景気に配慮的な姿勢が確認されたことなどでいったん反発したも
のの、₂₀₁₅年に入ってからも、主要経済指標が予想を下回ったことや原油安などから一進一退となりました。 ₂ 月に入る
と、原油安が落ち着いたことや企業決算が良好だったこと、ＦＯＭＣにおいて緩和的なスタンスが確認されたことなどか
ら上昇基調で推移しました。その後、米ドル高による企業業績への懸念や市場予想よりも弱かった経済指標などが重しと
なる局面も見られましたが、₂₀₁₅年 ₁ － ₃ 月期決算がおおむね良好だったことなどが支援材料となり、 ₅ 月下旬に利上げ
観測が再び高まったものの、第 7 期末にかけても上昇基調で推移しました。

○為替相場
選定通貨は対円でおおむね下落しました。
第 ₆ 期首から₂₀₁₅年 ₁ 月末にかけては、原油価格の下落やギリシャの政情不安などから市場のリスク回避姿勢が強まり

円高が進行したことで、選定通貨は対円でおおむね下落しました。 ₂ 月に入ると、原油価格の下げ止まりや世界的な株高

年　　月　　日
基　 準　 価　 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（米ドルベース） 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％

第 ₆ 期

（期首）₂₀₁₄年₁₁月₂₈日 ₁₁, ₉₂₂ ― ₁₂, ₅₉₃ ― ₀. ₁ ₉7. ₀
₁₂月末 ₁₁, ₄₆7 △ ₃. ₈ ₁₂, 7₀₀ ₀. ₉ ₀. ₂ ₉7. ₃

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₁₀, ₃₉₉ △ ₁₂. ₈ ₁₂, ₂7₉ △ ₂. ₅ ₀. ₂ ₉7. ₃
₂ 月末 ₁₁, ₀₂₃ △ 7. ₅ ₁₂, ₈₂₃ ₁. ₈ ₀. ₁ ₉₃. ₉

（期末）₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ₁₀, ₉₈₅ △ 7. ₉ ₁₂, 7₈₅ ₁. ₅ ₀. ₁ ₉7. ₀

第 7 期

（期首）₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ₁₀, ₆₃₅ ― ₁₂, 7₈₅ ― ₀. ₁ ₉7. ₀
₃ 月末 ₁₀, ₁₃₉ △ ₄. 7 ₁₂, ₆7₄ △ ₀. ₉ ₀. ₁ ₉₆. ₈
₄ 月末 ₁₀, 7₁7 ₀. ₈ ₁₂, 7₉₉ ₀. ₁ ₀. ₁ ₉7. ₂

（期末）₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日 ₁₀, ₉₂₈ ₂. ₈ ₁₂, ₉₀₀ ₀. ₉ ₀. ₂ ₉₆. ₉
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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から市場のリスク選好度が高まる中、ニュージーランド・ドル、ロシア・ルーブル、インド・ルピーなどの通貨は堅調に
推移しました。一方で、ブラジル・レアルは大手石油会社ペトロブラス社の汚職捜査などが嫌気され、軟調な推移となり
ました。 ₃ 月以降は、米国の利上げ時期をめぐる思惑が市場のテーマとなりましたが、トルコ・リラは、 ₆ 月の総選挙が
近づく中で政治的不透明感への懸念が高まるなど、個別要因から軟調な推移となりました。一方で、利下げ観測が後退し
た豪ドルは堅調な推移となりました。

当期間においては、インド・ルピーは対円で上昇しましたが、ニュージーランド・ドル、南アフリカ・ランド、ブラジ
ル・レアル、トルコ・リラ、豪ドル、ロシア・ルーブル、メキシコ・ペソ、インドネシア・ルピアは対円で下落しまし
た。

○短期金利市況
選定通貨の短期金利は、高い経済成長率やインフレ率を背景に米ドルの短期金利をおおむね上回って推移しました。
米国では、政策金利の誘導目標レンジは ₀ ～₀. ₂₅％で据え置かれました。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

今後も、ダイワ・プレミアム・トラスト－ダイワ／ハリス ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・ク
ラス）（以下、「ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・クラス）」といいます。）とダイワ・マネース
トック・マザーファンドに投資します。また、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・クラス）への投
資割合を高位に維持することを基本とします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

当ファンドは、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・クラス）とダイワ・マネーストック・マザー
ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズです。ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・クラス）
への投資割合は信託財産の純資産総額の₉₅％程度以上とすることをめざしました。

○ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・クラス）
ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・クラス）の受益証券においては、株式組入比率をおおむね

₉₀％以上の高位に維持しました。銘柄選択にあたって、ハリス・アソシエイツ・エル・ピーでは、独自に算出する投資対
象企業の本源的価値と比較して₃₀％以上割安な銘柄に厳選投資することを基本方針としています。引続き、財務内容が健
全であり、経営陣の質が高く、企業の本源的価値と比較して割安に放置されている企業に厳選投資しました。セクター別
では金融セクターや一般消費財・サービスセクターを高位で組入れました。銘柄別では、WELLS FARGO、AMERICAN 
INTERNATIONAL GROUP、GLENCORE PLC-ADR などを高位で組入れました。また、米ドル建ての資産に対して、
米ドル売り／選定通貨買いの為替取引を行ないました。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

した。
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◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
4. 0
2. 0
0. 0
-2. 0
-4. 0
-6. 0
-8. 0
-10. 0

第 6 期
（2014. 11. 28～2015. 3. 2）

第 7期
（2015. 3. 2～2015. 5. 28）

基準価額
Ｓ＆Ｐ500種株価指数（米ドルベース）

◆分配金について
【収益分配金】

₁ 万口当り分配金（税込み）は、第 ₆ 期は₃₅₀円、第 7 期は₃₀₀円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第 ₆ 期 第 7 期

₂₀₁₄年₁₁月₂₉日 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₃ 日
～₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日 ～₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日

当 期 分 配 金（ 税 込 み ）（円） ₃₅₀ ₃₀₀
対 基 準 価 額 比 率（％） ₃. ₁₉ ₂. 7₅
当 期 の 収 益（円） ₂₆₅ ₂₁₃
当 期 の 収 益 以 外（円） ₈₄ ₈₆

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（円） ₁, ₈₁₆ ₁, 7₃7
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当

した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金
額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があ
ります。

（注 ₃ ）  当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₆ 期 第 7 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₂₆₅. ₄₅円 ₂₁₃. ₂₅円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₆₁. ₅₁ 7₉. ₈₉
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁, ₈₃₉. ₈₄ ₁, 7₄₃. ₈₈
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₂, ₁₆₆. ₈₁ ₂, ₀₃7. ₀₃
（ｆ）分 配 金 ₃₅₀. ₀₀ ₃₀₀. ₀₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ ｅ － ｆ ） ₁, ₈₁₆. ₈₁ ₁, 7₃7. ₀₃
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

36



通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　通貨セレクト・コース

《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンド

に投資します。また、ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・クラス）への投資割合を高位に維持するこ
とを基本とします。

○ＵＳ コンセントレイテッド・ケイマン（通貨セレクト・クラス）
引続き、ボトムアップによる企業リサーチをもとに、財務内容が強固であり、経営陣が有能で、配当や自社株買いなどの

株主還元策に積極的な姿勢を示している企業の中から、企業の本源的価値と比較して割安に放置されている銘柄に厳選投資
していきます。

原則として、米ドル建ての資産に対して、米ドル売り／選定通貨買いの為替取引を行ないます。
大和証券投資信託委託株式会社が通貨の選定および配分比率について助言を行ないます。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

す。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第 ₆ 期～第 7 期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₁₁. ₂₉～₂₀₁₅. ₅. ₂₈）
金　額 比　率

信託報酬  ₆₄円 ₀. ₆₀₃％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額は₁₀, ₆₉₁円です。

（投信会社）  （₂₃）  （₀. ₂₁₄） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₀）  （₀. ₃7₅） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₆₅   ₀. ₆₀7  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。 
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
決 算 期 第　 ₆   期　～　第　 7   期

買　　　　付 売　　　　付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₂, ₃₆₀. 7₁7 ₂₅₅, 7₀₄ 7, ₉₃₃. ₂₀₈ ₈₆₀, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日現在

項 目 第 　 7    期 　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₄, ₆₅₆, ₉₃₆  ₉₃. 7 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₁₂, ₀₀₉  ₀. ₂ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₃₀₀, ₂₃₂  ₆. ₁ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₄, ₉₆₉, ₁7₈  ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
（₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日）、（₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日）現在

項 目 第 ₆ 期末 第 7 期末
（Ａ）資 産 5， 3₆₆， 04₈， 794円 4， 9₆9， 17₈， ₈1₈円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₃₂₉, ₉₀₈, ₉₂₆  ₃₀₀, ₂₃₂, ₅₆₃  
投資信託受益証券（評価額） ₅, ₀₂₄, ₁₃₁, ₄₉₅  ₄, ₆₅₆, ₉₃₆, ₆₈₆  
ダイワ・マネーストック・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₁₂, ₀₀₈, ₃7₃  ₁₂, ₀₀₉, ₅₆₉  

（Ｂ）負 債 1₈7， ₆₈₈， 170  1₆1， 0₈1， 3₆4  
未 払 収 益 分 配 金 ₁7₀, ₄₁₅, ₂₅₂  ₁₃₅, 7₂₄, ₄₄₂  
未 払 解 約 金 ―  ₁₀, ₈₄₂, ₀₀₀  
未 払 信 託 報 酬 ₁7, ₁₅₈, ₅7₈  ₁₄, ₃₀₅, ₂₅₀  
そ の 他 未 払 費 用 ₁₁₄, ₃₄₀  ₂₀₉, ₆7₂  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 5， 17₈， 3₆0， ₆24  4， ₈0₈， 097， 454  
元 本 ₄, ₈₆₉, ₀₀7, ₂₁₂  ₄, ₅₂₄, ₁₄₈, ₀7₃  
次 期 繰 越 損 益 金 ₃₀₉, ₃₅₃, ₄₁₂  ₂₈₃, ₉₄₉, ₃₈₁  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 4， ₈₆9， 007， 212口 4， 524， 14₈， 073口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10， ₆35円 10， ₆2₈円

＊ 第 ₅ 期末における元本額は₅, ₀₄₈, ₈₂₂, 7₀₆円、当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中
における追加設定元本額は77, ₈₆₈, ₈₀₆円、同解約元本額は₆₀₂, ₅₄₃, ₄₃₉円です。

＊第 7 期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₆₂₈円です。

（2）親投資信託残高

種 類 第 ₅ 期末 第　 7   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₁₁, ₉₆₁  ₁₁, ₉₆₁  ₁₂, ₀₀₉ 

（注）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
第 ₆ 期 ～ 第 7 期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
US CONCENTRATED CAYMAN 
CS CLASS（ケイマン諸島）  7, ₉₃₃. ₂₀₈  ₈₆₀, ₀₀₀  ₁₀₈ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当作成期間（第 ₆ 期～第 7 期）中における利害関係
人との取引はありません。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
第 　 ₅    期 　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
US CONCENTRATED CAYMAN 
CS CLASS ₄₂, ₄₈₉. ₉₁  ₄, ₆₅₆, ₉₃₆  ₉₆. ₉ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。
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■損益の状況
第 ₆ 期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₂₉日  至 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₂ 日
第 7 期  自 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₃ 日  至 ₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日

項 目 第　₆　期 第　7　期
（Ａ）配 当 等 収 益 14₆， 523， 532円 10₆， 955， 940円

受 取 配 当 金 ₁₄₆, ₅₀₄, ₆₅7  ₁₀₆, ₉₄₁, ₀₁₅
受 取 利 息 ₁₈, ₈7₅  ₁₄, ₉₂₅

（Ｂ）有価証券売買損益 △ 5₈2， ₈₆2， 333  40， 072， ₈27
売 買 益 ₂₄, ₆₅₁, 7₃₂  ₄₆, ₆₆₆, ₂₄₆
売 買 損 △ ₆₀7, ₅₁₄, ₀₆₅  △ ₆, ₅₉₃, ₄₁₉

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 17， 272， 91₈  △ 14， 400， 5₈2
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 453， ₆11， 719  132， ₆2₈， 1₈5
（Ｅ）前期繰越損益金 ₈95， ₈20， 721  250， 901， 700
（Ｆ）追加信託差損益金 37， 559， ₆₆2  3₆， 143， 93₈

（配 当 等 相 当 額）（ ₂₉, ₉₄₉, ₉₆₆） （ ₃₂, ₉₉₁, ₀₄₉） 
（売 買 損 益 相 当 額）（ 7, ₆₀₉, ₆₉₆） （ ₃, ₁₅₂, ₈₈₉） 

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 479， 7₆₈， ₆₆4  419， ₆73， ₈23
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 170， 415， 252  △ 135， 724， 442

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 309， 353， 412  2₈3， 949， 3₈1
追 加 信 託 差 損 益 金 ₃7, ₅₅₉, ₆₆₂  ₃₆, ₁₄₃, ₉₃₈

（配 当 等 相 当 額）（ ₂₉, ₉₄₉, ₉₆₆） （ ₃₂, ₉₉₁, ₀₄₉） 
（売 買 損 益 相 当 額）（ 7, ₆₀₉, ₆₉₆） （ ₃, ₁₅₂, ₈₈₉） 
分 配 準 備 積 立 金 ₈₅₄, ₆₅₆, ₆₅₉  7₄₉, 7₁7, ₂₁₀
繰 越 損 益 金 △ ₅₈₂, ₈₆₂, ₉₀₉  △ ₅₀₁, ₉₁₁, 7₆7

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₆ 期 第 7 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₂₉, ₂₅₁, ₁₉₀円 ₉₆, ₄₈₀, ₁₃₉円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₂₉, ₉₄₉, ₉₆₆ ₃₆, ₁₄₃, ₉₃₈
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₈₉₅, ₈₂₀, 7₂₁ 7₈₈, ₉₆₁, ₅₁₃
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ）₁, ₀₅₅, ₀₂₁, ₈77 ₉₂₁, ₅₈₅, ₅₉₀
（ｆ）分 配 金 ₁7₀, ₄₁₅, ₂₅₂ ₁₃₅, 7₂₄, ₄₄₂
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₈₈₄, ₆₀₆, ₆₂₅ 7₈₅, ₈₆₁, ₁₄₈
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₄, ₈₆₉, ₀₀7, ₂₁₂口 ₄, ₅₂₄, ₁₄₈, ₀7₃口
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通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型　通貨セレクト・コース

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第 ₆ 期 第 7 期
350円 300円

（単　　　価） （10， ₆35円） （10， ₆2₈円）
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類
になりましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更され
たことに伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」

から「受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす

影響が軽微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該

当します。）には適用されなくなりました。
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ダイワ・プレミアム・トラスト－ダイワ／ハリス　ＵＳ　コンセントレイテッド・ケイマン
日本円・クラス／豪ドル・クラス／ブラジル・レアル・クラス／

米ドル・クラス／通貨セレクト・クラス

　当ファンド（通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型）はケイマン籍の外国投資信託
「ダイワ・プレミアム・トラスト－ダイワ／ハリス　US　コンセントレイテッド・ケイマン　日本円・クラス／豪ドル・ク
ラス／ブラジル・レアル・クラス／米ドル・クラス／通貨セレクト・クラス」に投資しておりますが、以下の内容はすべての
クラスを合算しております。
（注）2015年 ₅ 月28日時点で入手しうる直近の状況を掲載しております。

資産
投資、時価（購入費用₂₆₃, ₅₅₁, 7₁₅ドル） ドル ₂₉₂, ₀₃₈, ₈₆₉
現金 ₃₃₃
為替先渡契約による評価益 ₅₂₃, ₀₈₆
未収：
　　　売却済みの投資証券 ₁, ₆₅₆, ₀₈₅
　　　配当金 　 ₂7₆, ₅₈₉
　　　資産合計 　 ₂₉₄, ₄₉₄, ₉₆₂

負債
為替先渡契約による評価損 ₆₄₂, ₁₄7
未払：
　　　購入済みの投資 ₂, ₁7₁, ₃77
　　　買戻し済みの受益証券 ₉₈₂, ₈₄₉
　　　投資運用会社報酬 ₁₄7, ₄₀7
　　　会計および管理報酬 ₅₄, ₄₄₈
　　　専門家報酬 ₄₃, ₀₀₀
　　　保管報酬 ₁₃, ₁7₆
　　　為替仲介会社報酬 ₁₁, ₈₆₁
　　　為替運用会社報酬 ₁₁, ₅₉₅
　　　名義書換代理会社報酬 　 ₆, 7₃₈
　　　負債合計 　 ₄, ₀₈₄, ₅₉₈

純資産 ドル ₂₉₀, ₄₁₀, ₃₆₄

純資産
豪ドル・クラス ドル ₁₄, ₆₈₀, ₆7₂
ブラジル・レアル・クラス ₂₄, ₆₅₁, 7₃₁
通貨セレクト・クラス 7₄, ₁₂₁, ₃₀₃
日本円・クラス ₂₅, ₅7₈, ₈₉₂
米ドル・クラス 　 ₁₅₁, ₃77, 7₆₆

ドル ₂₉₀, ₄₁₀, ₃₆₄

　　　　　　　　　（米ドル建て）
貸借対照表

₂₀₁₄年 ₅ 月₃₀日
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発行済受益証券数
豪ドル・クラス ₁₃, 7₁₂, ₄₁7
ブラジル・レアル・クラス ₂₂, ₂₄₄, ₄₀7
通貨セレクト・クラス ₆₉, ₅₁₀, ₉₀₃
日本円・クラス ₂₄, ₁₉₁, ₈₃7
米ドル・クラス ₁₃₈, ₅77, ₆₆₀

受益証券 1 口当りの純資産
豪ドル・クラス ドル ₁. ₀7₁
ブラジル・レアル・クラス ドル ₁. ₁₀₈
通貨セレクト・クラス ドル ₁. ₀₆₆
日本円・クラス ドル ₁. ₀₅7
米ドル・クラス ドル ₁. ₀₉₂

　　　　　　　
損益計算書

₂₀₁₃年 ₈ 月₂₁日（運用開始日）～₂₀₁₄年 ₅ 月₃₀日

投資収益
　　　配当収益（源泉税₁, ₃₂₁, ₂₀₉ドル控除後） ドル ₃, ₂₈₄, ₆₅₀ 
　　　利子収益 　 ₆, ₂₅₄ 
　　　　　投資収益合計 　 ₃, ₂₉₀, ₉₀₄ 

費用
　　　投資運用会社報酬 ₁, 7₃₀, ₈₈₁ 
　　　会計および管理報酬 ₂₀₅, ₂₃7 
　　　為替運用会社報酬 ₁₄₁, ₈7₉ 
　　　専門家報酬 ₆₅, 7₄₄ 
　　　保管報酬 ₆₁, ₃7₂ 
　　　名義書換代理会社報酬 ₃₄, ₁₈₅ 
　　　為替仲介会社報酬 ₂₉, ₈₄₃ 
　　　受託会社報酬 　 ₂₃, ₃77 
　　　　　費用合計 　 ₂, ₂₉₂, ₅₁₈ 
純投資収益 　 ₉₉₈, ₃₈₆ 

実現および評価益（損）:
実現益（損）：
　　　有価証券投資 ₂₃, ₀₈7, ₉₈₂ 
　　　外国為替取引および為替先渡契約 　 7, ₃₈7, ₅7₀ 
　　　純実現益 　 ₃₀, ₄7₅, ₅₅₂ 
評価益（損）の純変動 :
　　　有価証券投資 ₂₈, ₄₈7, ₁₅₄ 
　　　外国為替換算および為替先渡契約 　 （₁₁₉, ₀₆₁）
　　　評価益の純変動 　 ₂₈, ₃₆₈, ₀₉₃ 
純実現益および純評価益 　 ₅₈, ₈₄₃, ₆₄₅ 
業務活動の結果生じた純資産の純増 ドル ₅₉, ₈₄₂, ₀₃₁ 
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　　（米ドル建て）
投資明細表

₂₀₁₄年 ₅ 月₃₀日

　当ファンド（通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型）はケイマン籍の外国投資信託
「ダイワ・プレミアム・トラスト－ダイワ／ハリス　US　コンセントレイテッド・ケイマン　日本円・クラス／豪ドル・ク
ラス／ブラジル・レアル・クラス／米ドル・クラス／通貨セレクト・クラス」に投資しておりますが、以下の内容はすべての
クラスに共通です。
（注）2015年 ₅ 月28日時点で入手しうる直近の状況を掲載しております。

株数 有価証券の明細 純資産に占める
比率（％） 公正価値

普通株 （₉₆. ₅％）
英国（₄. 7％）
保険（₄. 7％）

₁₅₃, ₀₀₀ Aon PLC ドル ₁₃, 7₆₀, ₈₂₀ 
英国計 （費用₁₂, ₀₉₂, ₀₃₈ドル） ₁₃, 7₆₀, ₈₂₀ 
米国 （₉₁. ₈％）
アパレル （₅. ₀％）

₉₄, ₀₀₀ Ralph Lauren Corp. ₁₄, ₄₂7, ₁₂₀ 
自動車 （₆. ₂％）

₅₁₈, ₅₀₀ General Motors Co. ₁7, ₉₂₉, 7₃₀ 
銀行 （₁₃. ₀％）

₂₉₂, ₅₀₀ JPMorgan Chase & Co. ₁₆, ₂₅₄, ₂₂₅ 
₄₂₅, ₀₀₀ Wells Fargo & Co. ₂₁, ₅₈₁, ₅₀₀ 

₃7, ₈₃₅, 7₂₅ 
コンピュータ （₅. ₉％）

₂7, ₀₀₀ Apple,  Inc. ₁7, ₀₉₁, ₀₀₀ 
総合金融サービス （₁₃. ₄％）

₄₂, ₅₀₀ BlackRock,  Inc. ₁₂, ₉₅₈, ₂₅₀ 
₂₅₈, ₅₀₀ Franklin Resources,  Inc. ₁₄, ₂7₁, 7₈₅ 
₅₄, ₀₀₀ Visa,  Inc. ₁₁, ₆₀₀, ₈₂₀ 

₃₈, ₈₃₀, ₈₅₅ 
娯楽 （₁. ₁％）

₂₈₂, ₅₀₀ Penn National Gaming,  Inc. ₃, ₂₉₃, ₉₅₀ 
保険 （₆. ₀％）

₃₂₅, ₀₀₀ American International Group,  Inc. ₁7, ₅7₂, 7₅₀ 
インターネット （₄. ₄％）

₄₁, ₀₀₀ Amazon. com,  Inc. ₁₂, ₈₁₄, ₅₅₀ 
宿泊施設 （₂. ₉％）

₁₀₅, ₀₀₀ Starwood Hotels & Resorts Worldwide,  Inc. ₈, ₃₈₄, ₂₅₀ 
石油ガスサービス （₄. 7％）

₁₆7, ₅₀₀ National Oilwell Varco,  Inc. ₁₃, 7₁₃, ₂₂₅ 
不動産 （₃. 7％）

₃₆₁, ₀₀₀ CBRE Group,  Inc. ₁₀, 77₂, ₂₄₀ 
小売り （₉. ₃％）

₂₂₅, ₀₀₀ CarMax,  Inc. ₉, ₉₆₉, 7₅₀ 
₁7₄, ₀₀₀ Family Dollar Stores,  Inc. ₁₀, ₁₉₆, ₄₀₀ 
₆₈, ₅₀₀ Tiffany & Co. ₆, ₈₀₉, ₅₈₅ 

₂₆, ₉7₅, 7₃₅ 
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株数 有価証券の明細 純資産に占める
比率（％） 公正価値

半導体 （₁₀. ₂％）
₆₉₁, ₅₀₀ Applied Materials,  Inc. ₁₃, ₉₆₁, ₃₈₅ 
₅₆₉, ₅₀₀ Intel Corp. ₁₅, ₅₅₈, 7₄₀ 

₂₉, ₅₂₀, ₁₂₅ 
ソフトウェア （₆. ₀％）

₄₁₃, ₀₀₀ Oracle Corp. ₁7, ₃₅₄, ₂₆₀ 
米国計 （費用₂₃₉, ₆₉7, ₁₄₃ドル） ₂₆₆, ₅₁₅, ₅₁₅ 
普通株計 （費用₂₅₁, 7₈₉, ₁₈₁ドル） ₂₈₀, ₂7₆, ₃₃₅ 

元本
短期投資 （ ₄. ₁ ％）
バハマ （ ₀. ₉ ％）
定期預金 （ ₀. ₉ ％）
JP Morgan Chase & Co.

ドル　₂, ₆₂₃, ₂₄₂ ₀. ₀₃％ due ₀₆/₀₂/₁₄ ₂, ₆₂₃, ₂₄₂ 
₂, ₆₂₃, ₂₄₂ 

バハマ計 （費用₂, ₆₂₃, ₂₄₂ドル） ₂, ₆₂₃, ₂₄₂ 
ノルウェー （₃. ₂％）
定期預金 （ ₃. ₂ ％）
DnB NORBank ASA

₉, ₁₃₉, ₂₉₂ ₀. ₀₃％ due ₀₆/₀₂/₁₄ ₉, ₁₃₉, ₂₉₂ 
₉, ₁₃₉, ₂₉₂ 

ノルウェー計 （費用₉, ₁₃₉, ₂₉₂ドル） ₉, ₁₃₉, ₂₉₂ 
短期投資計 （費用₁₁, 7₆₂, ₅₃₄ドル） ₁₁, 7₆₂, ₅₃₄ 
投資証券合計 （費用₂₆₃, ₅₅₁, 7₁₅ドル） ₁₀₀. ₆％ ドル ₂₉₂, ₀₃₈, ₈₆₉ 
負債を上回る現金およびその他の資産 （₀. ₆） （₁, ₆₂₈, ₅₀₅）
純資産 ₁₀₀. ₀％ ドル ₂₉₀, ₄₁₀, ₃₆₄ 

投資明細表のすべての有価証券は運用会社の最良の判断に基づいて有価証券の所在地ではなく、リスクの所在国によって分類されている。

2014年 5 月30日現在のファンドレベル為替先渡契約 

買い カウンターパーティ 契約金額 決済日 売り 契約金額  評価益 評価（損） 純評価益 /（損）

ＪＰＹ Citibank N. A. ₁₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀ ₂₀₁₄年 ₆ 月 ₄ 日 ＵＳＤ ₉₈₃, ₁₈₀ ドル ― ドル （₃₂₅） ドル （₃₂₅）

2014年 5 月30日現在の豪ドル・クラス為替先渡契約 

買い カウンターパーティ 契約金額 決済日 売り 契約金額  評価益 評価（損） 純評価益 /（損）

ＡＵＤ Citibank N. A. ₁₆, ₁₈₃, ₁₄₂ ₂₀₁₄年 ₆ 月₁7日 ＵＳＤ ₁₅, ₁₅₁, 7₀₉ ドル ― ドル （₁₀₄, ₈7₁） ドル （₁₀₄, ₈7₁）

2014年 5 月30日現在のブラジル・レアル・クラス為替先渡契約 

買い カウンターパーティ 契約金額 決済日 売り 契約金額  評価益 評価（損） 純評価益 /（損）

ＢＲＬ Citibank N. A. ₅₅, ₂₂₀, ₈₈₆ ₂₀₁₄年 ₆ 月₁7日 ＵＳＤ ₂₄, 7₃₃, ₁7₀ ドル ― ドル （₂₁₂, ₆₁₀） ドル （₂₁₂, ₆₁₀）
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2014年 5 月30日現在の通貨セレクト・クラス為替先渡契約 

買い カウンターパーティ 契約金額 決済日 売り 契約金額  評価益 評価（損） 純評価益 /（損）

ＢＲＬ Citibank N. A. ₃₂, ₃₀₁, ₁₀₀ ₂₀₁₄年 ₆ 月₁7日 ＵＳＤ ₁₄, ₄₅₃, ₈₂₉ ドル ― ドル （₁₁₁, ₀₈₈） ドル （₁₁₁, ₀₈₈）
ＣＬＰ Citibank N. A. ₅, 7₃₁, ₂₀7, ₅₁₈ ₂₀₁₄年 ₆ 月₁7日 ＵＳＤ ₁₀, ₂₆₁, 7₄₈ ₁₂₆, ₃₂₅ ― ₁₂₆, ₃₂₅ 
ＩＮＲ Citibank N. A. ₈₀₆, ₁₃₃, ₀₈₈ ₂₀₁₄年 ₆ 月₁7日 ＵＳＤ ₁₃, ₃₅₈, ₁₁₄ ₂₄₂, ₄₅₂ ― ₂₄₂, ₄₅₂ 
ＲＵＢ Citibank N. A. ₄₅₆, 7₅₆, ₁7₈ ₂₀₁₄年 ₆ 月₁7日 ＵＳＤ ₁₂, ₉₁₀, ₈₆₉ ₁₅₁, ₃₆₉ ― ₁₅₁, ₃₆₉ 
ＴＲＹ Citibank N. A. ₂7, ₁7₁, ₅₀₀ ₂₀₁₄年 ₆ 月₁7日 ＵＳＤ ₁₂, ₉7₄, ₈₈₆ ― （₄₄, ₂₁7） （₄₄, ₂₁7）
ＺＡＲ Citibank N. A. ₁₁₁, ₆₀7, ₈₉₈ ₂₀₁₄年 ₆ 月₁7日 ＵＳＤ ₁₀, ₆₉₀, ₃₉₄ 　 ― 　 （₁₆₉, ₀₃₆） 　 （₁₆₉, ₀₃₆）

ドル ₅₂₀, ₁₄₆ ドル （₃₂₄, ₃₄₁） ドル ₁₉₅, ₈₀₅ 

2014年 5 月30日現在の日本円・クラス為替先渡契約 

買い カウンターパーティ 契約金額 決済日 売り 契約金額  評価益 評価（損） 純評価益 /（損）

ＪＰＹ Citibank N. A. ₂, ₅₁₃, ₅₄₁, ₆₃₄ ₂₀₁₄年 ₆ 月₁7日 ＵＳＤ ₂₄, 7₀₃, ₄₄₀ ドル ₂, ₉₄₀ ドル ― ドル ₂, ₉₄₀ 

通貨の略称： 　

ＡＵＤ - 豪ドル
ＢＲＬ - ブラジル・レアル
ＣＬＰ - チリ・ペソ
ＩＮＲ - インド・ルピー
ＪＰＹ - 日本円
ＲＵＢ - ロシア・ルーブル
ＴＲＹ - トルコ・リラ
ＵＳＤ - 米ドル
ＺＡＲ - 南アフリカ・ランド
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■組入資産明細表
　下記は、2015年 5 月2₈日現在におけるダイワ・マネーストック・マザーファンド（1₈， 14₆， 715千口）の内容です。

＜補足情報＞
　当ファンド（通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド －イーグルアイⅡ－ 予想分配金提示型）が投資対象としている
「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の決算日（2014年₁₂月 ₉ 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりま
すので、当ファンドの第 7 期の決算日（₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日）現在におけるダイワ・マネーストック・マザーファンドの組
入資産の内容等を46ページに併せて掲載いたしました。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンドの主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₄年₁₁月₂₉日から₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日まで）
買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額
千円 千円

₅₂₀ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₆/₂₂ ₂, ₉₉₉, ₉7₆ 
₅₁₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₅/₁₈ ₁, 7₉₉, ₉₉₄ 
₅₃₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₈/₁7 ₁, ₅₀₀, ₀₀₀ 
₅₁₆ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₆/₈ ₁, ₄₉₉, ₉₉₃ 
₄₉₆ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₃/₉ ₁, ₀₉₉, ₉₉₈ 
₄₉₁ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₅/₁₄ ₉₉₉, ₉₉₉ 
₅₁₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₆/₁ ₉₉₉, ₉₉₉ 
₄₃₈ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₃/₂₀ ₉₉₉, ₉₉₈ 
₅₀₀ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₃/₂₃ ₉₉₉, ₉₉7 
₅₁₈ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₆/₁₅ ₉₉₉, ₉₉₅ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）
₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日現在

区 分 額　面　金　額 評 価 額 組入比率
う ち Ｂ Ｂ 格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国 債 証 券 ₁₁, ₀₀₀, ₀₀₀  ₁₀, ₉₉₉, ₉₄₈  ₆₀. ₄  ― ― ― ₆₀. ₄ 

（注 ₁ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
₂₀₁₅年 ₅ 月₂₈日現在

区 分 銘 柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日
％ 千円 千円

国債証券 ₅₁₅ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₉₉ ₂₀₁₅/₀₆/₀₁ 
₅₁₆ 国庫短期証券 ― ₁, ₅₀₀, ₀₀₀ ₁, ₄₉₉, ₉₉7 ₂₀₁₅/₀₆/₀₈ 
₅₁₈ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₉₈ ₂₀₁₅/₀₆/₁₅ 
₅₂₀ 国庫短期証券 ― ₃, ₀₀₀, ₀₀₀ ₂, ₉₉₉, ₉₉₂ ₂₀₁₅/₀₆/₂₂ 
₅₂₁ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₈₂ ₂₀₁₅/₀₆/₂₉ 
₅₂₂ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₈7 ₂₀₁₅/₀7/₀₆ 
₅₃₂ 国庫短期証券 ― ₁, ₅₀₀, ₀₀₀ ₁, ₅₀₀, ₀₀₀ ₂₀₁₅/₀₈/₁7 
₅₃₅ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₉₀ ₂₀₁₅/₀₈/₃₁ 

合　　計
銘  柄  数 ₈銘柄 

金　　 額 ₁₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₀, ₉₉₉, ₉₄₈ 
（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

運用報告書　第 5 期　（決算日　2014年12月 9 日）

（計算期間　₂₀₁₃年₁₂月₁₀日～₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日）

　ダイワ・マネーストック・マザーファンドの第 ₅ 期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主要投資対象 円建ての債券

運 用 方 法
①円建ての債券を中心に投資し、安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
②円建資産への投資にあたっては、残存期間が ₁ 年未満、取得時においてＡ－ ₂ 格相当以上の
債券およびコマーシャル・ペーパーに投資することを基本とします。

株式組入制限 純資産総額の₁₀％以下

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■当期中の基準価額の推移

年　 月　 日
基 　準 　価 　額 公 社 債

組入比率騰 落 率
円 ％ ％

（期首）₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₀₃₄ ― ₆₉. ₆
₁₂月末 ₁₀, ₀₃₅ ₀. ₀ ₆₃. ₀

₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₀, ₀₃₅ ₀. ₀ 7₀. ₉
₂ 月末 ₁₀, ₀₃₆ ₀. ₀ ₆₅. ₈
₃ 月末 ₁₀, ₀₃₆ ₀. ₀ ₆7. ₁
₄ 月末 ₁₀, ₀₃7 ₀. ₀ ₆₉. ₁
₅ 月末 ₁₀, ₀₃7 ₀. ₀ ₆₉. ₁
₆ 月末 ₁₀, ₀₃7 ₀. ₀ ₆7. ₆
7 月末 ₁₀, ₀₃₈ ₀. ₀ 7₂. ₅
₈ 月末 ₁₀, ₀₃₈ ₀. ₀ 7₃. ₁
₉ 月末 ₁₀, ₀₃₈ ₀. ₀ ₆₈. ₈
₁₀月末 ₁₀, ₀₃₉ ₀. ₀ ₆₄. ₆
₁₁月末 ₁₀, ₀₃₉ ₀. ₀ ₆₄. ₆

（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₀₃₉ ₀. ₀ ₅₈. ₅
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き

ます。
（注 ₃ ） 当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なっており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₀, ₀₃₄円　期末：₁₀, ₀₃₉円　騰落率：₀. ₀％
【基準価額の主な変動要因】

利息収入により、基準価額は値上がりしました。
◆投資環境について

期を通じて、日銀は金融市場調節の操作目標をマネタリーベースと
する量的・質的金融緩和政策を維持しました。また、₂₀₁₄年₁₀月末に
は追加金融緩和を実施し、長期国債を中心とする資産買い入れを一層
拡大しました。このような日銀の金融政策を背景に、短期金融市場で
はおおむね低位での金利水準が続き、無担保コール翌日物金利は
₀. ₀₆％台を中心に推移しました。国庫短期証券（ ₃ カ月物）の利回り
は₀. ₀₆％程度で始まりましたが、日銀の買い入れによる需給ひっ迫等
を背景に、△₀. ₀₁％程度まで低下して期末を迎えました。

◆前期における「今後の運用方針」
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短

期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。
◆ポートフォリオについて

短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産による安定運用
を行ないました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークや参考

指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　引続き、資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等
の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

10, 045

10, 040

10, 035

10, 030

10, 025

（円）

期　首
（2013. 12. 9）

期　末
（2014. 12. 9）

基準価額

■売買および取引の状況
公　 社　 債

（₂₀₁₃年₁₂月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日まで）
買 付 額 売 付 額

国 

内

千円 千円

国 債 証 券 ₂, ₅₉₉, 77₄ ― 
（ ₂, ₆₉₀, ₀₀₀） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円

有価証券取引税 ―

その他費用 ―
合　　　　　　　計 ―

（注） 費用の項目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項
目の概要をご参照ください。
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公    社    債 ₄7₉, ₉₉₅ ₅₈. ₅ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₃₄₀, ₃₁₉ ₄₁. ₅ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₈₂₀, ₃₁₅ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 ₈20, 315, 2₈7円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₃₄₀, ₃₁₉, ₄₄₉  
公 社 債（評価額） ₄7₉, ₉₉₅, ₈₃₈  

（Ｂ）負 債 ―  
（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） ₈20, 315, 2₈7  

元 本 ₈₁7, ₁₃₆, ₉₀₈  
次 期 繰 越 損 益 金 ₃, ₁7₈, ₃7₉  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 ₈17, 13₆, 90₈口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 039円

＊ 期首における元本額は₈₁₅, ₈₈₁, 7₉₃円、当期中における追加設定元本額は₃₅₈, ₁₅₃, ₃7₈円、
同解約元本額は₃₅₆, ₈₉₈, ₂₆₃円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ・グロー
バル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり）₉₉₈円、ダイワ米国担保付貸付債権
ファンド（為替ヘッジあり）₁₁₂, ₅₉₄, ₆₆₀円、ダイワ米国担保付貸付債権ファンド（為替
ヘッジなし）7₃, 7₃₄, ₅₅₆円、ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）₂₀₁₄
－₀7　₉, ₉₆₃円、ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）₂₀₁₄－₀₉　₉, ₉₆₃
円、ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）₂₀₁₄－₁₁　₉, ₉₆₂円、新興国
ソブリン・豪ドルファンド（毎月決算型）₉₉₉円、新興国ソブリン・ブラジルレアルファ
ンド（毎月決算型）₉₉₉円、新興国ソブリン・ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型）
₉₉₉円、アジア高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型）₉₉₉円、りそな毎月
払出し・豪ドル債ファンド Ａコース₄, ₉₈₈, ₅₂7円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファン
ド Ｂコース₂, ₄₉₄, ₂₆₄円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド Ｃコース₉₉₉, ₁₉7円、り
そな毎月払出し・豪ドル債ファンド ₂  Ａコース₆₉₈, ₂₅₅円、りそな毎月払出し・豪ドル債
ファンド ₂  Ｂコース₄₅₈, ₈₅₃円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド ₃  Ａコース
₁, ₉₉₄, ₄₁₆円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド ₃  Ｂコース₆₄₈, ₁₈₆円、りそな毎月
払出し・豪ドル債ファンド ₃  Ｃコース₁7₉, ₄₉₈円、世界優先証券ファンド（為替ヘッジあ
り／限定追加型）₉₉₈円、ＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／毎月
決算型）₃, ₉₈₈, ₈₃₂円、ＵＳ短期高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり／年 ₁ 回決算型）
₄, ₉₈₄円、ダイワ／シュローダー・グローバル高利回りＣＢファンド（限定追加型）為替
ヘッジあり7, ₀₀₉, ₀₀₁円、ダイワ／シュローダー・グローバル高利回りＣＢファンド（限
定追加型）為替ヘッジなし₉₀₄, ₂₂₁円、ダイワ／モルガン・スタンレー新興 ₄ カ国不動産
関連ファンド　－成長の槌音（つちおと）－　₁₁, ₀₀₀, ₀₀₀円、ダイワ／ハリス世界厳選株
ファンド・マネー・ポートフォリオ₂77, ₉₃₉, ₄₈₃円、ダイワ・アセアン内需関連株ファン
ド・マネー・ポートフォリオ₁₅₅, ₆₈₁, ₁₉7円、ダイワ米国高利回り不動産証券ファンド
₁₉, ₉₄₂, ₁₆₈円、通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル・グレートコンシュー
マー株式ファンドⅡ 豪ドル・コース（毎月分配型）₄, ₁₈₄, ₅₁₈円、通貨選択型ダイワ／ミ
レーアセット・グローバル・グレートコンシューマー株式ファンドⅡ ブラジル・レア
ル・コース（毎月分配型）₁₂, ₉₅₂, ₀7₈円、通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバ
ル・グレートコンシューマー株式ファンドⅡ 通貨セレクト・コース（毎月分配型）
₄, ₉₈₁, ₅₆₉円、ダイワＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／年 ₁ 回決
算型）₁₉₉, ₂₉₅円、ダイワ先進国リートα 為替ヘッジあり（毎月分配型）₃₉₉, ₀₈₃円、ダ
イワ先進国リートα 為替ヘッジなし（毎月分配型）₉₉, 77₁円、通貨選択型ダイワ先進国
リートα 円ヘッジコース（毎月分配型）₃₉₉, ₀₈₃円、通貨選択型ダイワ先進国リート
α 通貨セレクトコース（毎月分配型）₉₉, 77₁円、ダイワ／ミレーアセット・グローバ
ル・グレートコンシューマー株式ファンド（為替ヘッジあり）₂₀, ₀₁₆, 7₂₅円、ダイワ／ミ
レーアセット・グローバル・グレートコンシューマー株式ファンド（為替ヘッジなし）
₄, ₀₀₀, ₉₅₉円、ダイワ／ミレーアセット・アジア・セクターリーダー株ファンド
₄₉, ₈₅₀, ₄₄₉円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリター
ンズ－ 日本円・コース（毎月分配型）₃₉₈, 7₆₄円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選
択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ 豪ドル・コース（毎月分配型）₉₉, ₆₉₁円、ダ
イワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－　ブラジ
ル・レアル・コース（毎月分配型）₃₉₈, 7₆₄円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）
－ジャパン・トリプルリターンズ－　米ドル・コース（毎月分配型）₃₉₈, 7₆₄円、ダイワ
日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ 通貨セレクト・
コース（毎月分配型）₁, ₉₉₃, ₈₂₀円、通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグル
アイⅡ－　予想分配金提示型 日本円・コース₃, ₄₈₈, ₈₃₆円、通貨選択型ダイワ米国厳選株
ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型 豪ドル・コース₂, ₄₉₂, ₀₂₆円、通貨選
択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型 ブラジル・レ
アル・コース₃, ₄₈₈, ₈₃₆円、通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　
予想分配金提示型 米ドル・コース₁₉, ₉₃₆, ₂₀₅円、通貨選択型ダイワ米国厳選株ファン
ド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型 通貨セレクト・コース₁₁, ₉₆₁, 7₂₃円で
す。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₀₃₉円です。

■主要な売買銘柄
公　 社　 債

（2013年12月10日から2014年12月 ₉ 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　付 売　　　　　　付
銘　　　　柄 金　額 銘　　　　柄 金　額

千円 千円
₄₆₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₁/₁₄ ₁₄₉, ₉₉₉ 
₄₁₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₂₂ ₉₉, ₉₉₉ 
₄77 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₈ ₉₉, ₉₉₆ 
₄7₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₂₅ ₉₉, ₉₉₂ 
₄₅₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₈/₂₅ ₉₉, ₉₉₀ 
₄₃₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₅/₂₆ ₉₉, ₉₈₈ 
₄₉₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₂₃ ₈₉, ₉₉₈ 
₄7₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₁7 7₉, ₉₉₅ 
₄₅₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₈/₁₈ 7₉, ₉₉₁ 
₄₃₁ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₅/₁₉ 7₉, ₉₉₁ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作成期 当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 額面金額 評価額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 ₄₈₀, ₀₀₀ ₄7₉, ₉₉₅ ₅₈. ₅ ― ― ― ₅₈. ₅ 
（注 ₁ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 銘　　柄 年利率 額面金額 評価額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 ₄7₉ 国庫短期証券 ― 7₀, ₀₀₀ ₆₉, ₉₉₉ ₂₀₁₄/₁₂/₁₅ 
₄₁₉ 国庫短期証券 ― ₁₀₀, ₀₀₀ ₉₉, ₉₉₉ ₂₀₁₄/₁₂/₂₂ 
₄₆₄ 国庫短期証券 ― ₁₅₀, ₀₀₀ ₁₄₉, ₉₉₉ ₂₀₁₅/₀₁/₁₄ 
₄₉₀ 国庫短期証券 ― 7₀, ₀₀₀ ₆₉, ₉₉7 ₂₀₁₅/₀₂/₀₉ 
₄₉₃ 国庫短期証券 ― ₉₀, ₀₀₀ ₈₉, ₉₉₈ ₂₀₁₅/₀₂/₂₃ 

合計 銘柄数 ₅銘柄 
金 額 ₄₈₀, ₀₀₀ ₄7₉, ₉₉₅ 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■損益の状況
当期　自₂₀₁₃年₁₂月₁₀日　至₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 423, 234円

受 取 利 息 ₄₂₃, ₂₃₄  
（Ｂ）有価証券売買損益 2, 04₈  

売 買 益 ₂, ₀₄₈  
（Ｃ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ） 425, 2₈2  
（Ｄ）前期繰越損益金 2, ₈03, 343  
（Ｅ）解 約 差 損 益 金 △  1, 321, ₈₆₈  
（Ｆ）追加信託差損益金 1, 271, ₆22  
（Ｇ）合 計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 3, 17₈, 379  

次期繰越損益金（Ｇ） 3, 17₈, 379  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

《お知らせ》
●書面決議手続きの改正について

　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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